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会議録 平成27年9月9日（水） 場 所 3階 第1研修室

会 議 名：第2回平成26年度木古内町決算審査特別委員会

出席委員：吉田委員長、手塚副委員長、佐藤委員、新井田委員、平野委員、相澤委員

福嶋委員、鈴木委員

欠席委員：なし

オブザーバー：又地議長

会議時間 午前9時30分～午後2時57分

事 務 局 吉 田、西 嶋

開 会

１.委員長あいさつ

吉田委員長 それでは、定刻より若干早くなりましたが、ただいまから9月8日に引き続き、

第2回平成26年度木古内町決算審査特別委員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は、8名でございます。

よって、委員会条例第14条の規定による、委員の定足数に達しておりますので、委員会

は成立をいたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の会議次第は、別紙配付のとおりであります。

２.審査事項

（1）監査委員質疑

吉田委員長 それでは、監査委員に対する質疑を行いますが、監査委員から提出されてい

る意見書の概要について、説明をお願いします。

森井代表監査委員。

森井代表監査委員 おはようございます。

それでは、議案の一番最後のほうに別紙として、監査委員意見書というふうに付いてい

たと思いますが、それにより説明させていただきます。

まず、木古内町の各会計の決算、それから基金の運用状況等の審査意見書は7件。それか

ら、事業会計これが3件と、健全化判断比率、資金不足比率等の意見書ということで提出し

ております。

それで、審査の期間でありますけれども、7月21日から8月の5日までの間に、5日間とい

うことで実施をいたしました。

審査のことにつきましては、提出を受けた決算書並びに奨学資金の貸付運用基金等のそ

ういった付属書類等によって関係職員の説明を受けて、そのほか関係調書その他のものの

照合、それから点検等を行って審査をいたしました。

審査の結果につきましては、まずは木古内町の会計決算ということでは、奨学資金の関
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係も含めまして、いずれも計数に誤りはありませんでした。そういうことで確認をしてお

ります。

なお、きのう若干補正予算の中で説明もあったかと思いますけれども、地方債の借り入

れ。土木費に関わるものなのですけれども、過充当ということが発生しておりましたので、

20万円ほどだったのですけれども、これにつきましてはこの意見書の中には記載はしてお

りませんけれども、当日口頭担当のほうにお話を意見をいたして、厳重注意ということで

いたしております。

それから、事務局をもっているいろいろな団体が11団体あるわけですけれども、これら

につきましても帳票、それから通帳類を見せていただきまして、適正に処理されていたと

いうことでございましたので、報告をいたしておきます。

それでは、2ページ目の一般会計からいきます。

決算の概要ということでございますけれども、単純に申し上げますと、1,915万1,432円

実質の単年度の収支ということでございます。

歳入につきましては、総額58億6,604万1,000円ということで、予算現額に対して94.8％

の執行率でございました。予算現額より増えたということで、地方交付税ほかここに書い

てございますので、お目通し願いたいと思います。

問題になるのは、この不納欠損。これは、前年度よりも44万9,000円ほど増えたというこ

とで、町税の316万2,000円ということでございます。これも増加の傾向に年々ありますの

で、ちょっと心配されておりますので、意見書として載せておきました。収入未済額につ

きましては、前年度ほぼ同額の8,717万3,000円ということで、あまり変化がなかったとい

う内容でございます。

いま申し上げましたとおり町税ということで、町税につきましては前年度とほぼ同額の

1億7,933万8,000円ということでございまして、このうち滞納の部分が570万円ほど納入さ

れていると。しかしなお、2,551万円ほど滞納ということでございます。収入未済額の2,9

98万4,000円の85％を占めているということが、これが先ほど申し述べた心配な点というこ

とにもつながっております。

それから、固定資産税につきましても前年より若干32万2,000円ほどの減ということで、

これも収入未済額が3,975万2,000円。これは、前年度よりも185万9,000円ほど増えている

ということでございます。これもやはり同じように、82％滞納額として占めていると。こ

れが一応問題になるところでございます。不納欠損につきましては160万1,000円、前年度

よりも27万円ほど増えております。

それから軽自動車税、収入済額は前年とほぼ同額の776万円、収入未済額につきましては

144万8,000円ということです。前年度よりも6万7,000円ほど減ったのですけれども、これ

もやはり同じように滞納繰越分が約82％を占めているということで、この三つともがだい

たい80％以上を占めているということが問題になっております。不納欠損につきましては、

前年とほぼ同様の12万7,000円ということでございまして、先ほど申し述べましたように、

町税全体としては収入未済額の収納、これが滞納繰越分が5,900万円ということでいろいろ

と大変でしょうけれども、適切な対応を臨んでくださいということで、一応意見書として

提出しておきました。以下、不納欠損なり収入未済額の内容を次のページに表として5か年

間の分を載せております。
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それから4ページ目は、使用料及び手数料ということで、これも前年度よりも若干減少し

て181万7,000円ほどの減少ということでございまして、収入未済額も1,474万6,000円と。

前年度よりも61万2,000円ほど増えているということで、これも年々増え続けているという

ようなことで、特に住宅使用料の収入未済額が前年度よりも52万5,000円ほど増えておりま

す。滞納繰越分は、これも先ほどの税よりも大きくて91.5％を占めているということで、

非常にこれも担当のほうとしてはご苦労なさっているように見受けられるのですけれども、

一生懸命やっているのも資料のほうにも載っていると思いますので、お目通しを願ってい

ると思いますけれども、これも根気よく回収に努めてほしいということで、意見書として

出しております。

下が住宅使用料の収納状況、それから3番目の諸収入。これにつきましては、学校給食費

の本人負担の収入済額ということで、前年度よりも514万2,000円ほど減となったのは、去

年から半額になったということでございます。収入未済額につきましては、40万4,000円と

いうことで前年度よりも16万4,000円ほど減りました。半額になったことで、未納者の発生

はありませんでしたけれども、いまの滞納繰越分の収納に努力されたいということで、意

見書として出しておきました。

歳出につきましては、予算現額に対して90.3％の執行率ということでございます。不用

額は1億2,784万9,000円となっております。

不用額で特に目立つものは、総務費4,000万円程度あります。これは、新幹線事業に関わ

る負担金の減額だとか、補助金の確定による経費の戻し入れ等の関係、それから水道光熱

費等の減によるもの。これは、各施設の関係です。これが主なものです。土木費の2,287万

6,000円は、これは雪が少なかったということで除雪費の減、それから町道南北線の改修工

事の減、それから住宅建設費の入札執行の減というものが主なものです。衛生費の1,596万

9,000円につきましては、福祉医療に係わる社会福祉医療に係わるものの減少。それから衛

生費1,356万円、これは海岸に漂着している不用物の回収業務委託料が大きく減額になった

ということが原因です。教育費の1,337万円は、プールの改修工事の入札減が主なものです。

消防費1,165万円は負担金の補助、交付金の減額によるものでございますけれども、経費の

節減はもとより頑張っていただきたいのですけれども、補正経理の厳正化も合わせてお願

いをしたいことでございます。

それから、国民健康保険特別会計でございますけれども、これにつきましては歳入歳出

差引1億1,000万円ほどの翌年度の繰り越しということでございます。

これにつきましては、調定額に対して前年度比よりも1,200万円ほどの減となっておりま

すけれども、これも収入未済額が8,300万円ほどあります。滞納繰越分がこのうち7,239万

4,000円、現年度分が約1,100万円ほどということでございますけれども、前年度よりも総

体的には551万円ほどの減ということです。多少なりとも改善されたのかなと思いますけれ

ども流れですから、そんなことも考えられるのですけれども、努力もあったものというふ

うに記載しておきました。

不納欠損これは48件、551万8,000円、これは前年度よりも43万2,000円ほどの増です。

保険税の納入に係わる督促手数料の収入済額は10万7,000円、収入未済額が35万4,000円

ということで、不納欠損額が3万円ということで、これはほぼ前年並みということでござい

ます。
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以下、保険税の収納状況、不納欠損、収入未済額の状況です。

1ページ飛びまして7ページ、後期高齢者医療特別会計でございます。

歳入歳出差引15万6,550円が繰り越されたということで、赤字になっていないことが良い

ことだと思っております。

保険料の収入未済額は4,767万6,000円ということで、これはほぼ99.1％、特別の徴収分

が大きくこういう形を生んでいると思います。しかし、前年度よりも226万8,000円ほどの

減ということで、収入未済額は42万3,000円で、このうち24万6,000円が滞納繰越分である

ということで、増加しないように配慮してくださいということでお願いしておりました。

以下、これが収納状況表です。

それから次が、介護保険事業特別会計です。

これも差し引き1,390万4,000円ほどの繰り越しということで、黒字でございます。

保険料につきましても、調定額に対して95.5％の収納率。前年度より27万7,000円ほど減

っておりますけれども、収入未済額が316万8,000円、これも前年度より1万3,000円ほどの

減ということで、滞納繰越額は前年度とほぼ同額の202万8,000円ということです。

不納欠損は26件、93万1,000円で3万8,000円の増。督促手数料につきましては3万7,000円、

収入未済額につきましては3万7,000円、不納欠損は7,000円ということで、これらの保険料

の収納についても努力をお願いしたいということで記載しておきました。

以下が表です。

次の8ページは、介護サービス事業特別会計。これは、歳入歳出同額の491万1,280円とい

うことで、前年度よりも91万6,000円ほどの増となっております。これも介護予防サービス

対象者の高齢化がどんどん進んで増加しているということで、こういう事業が伸びたとい

う感じでございます。

次の9ページが下水道事業の特別会計です。これも一応、歳入歳出差引232万6,000円ほど

繰り越しとなりました。

歳入のうちで、収入済額640万9,000円ということで、調定額に対して74.6％。これは、

受益者負担の関係です。それもちょっと収入未済額が前年度よりも14万5,000円ほど増えた

ことが、言ってみると率が低下している原因だと思います。収入未済額は182万9,000円で、

前年度よりも13万3,000円増となっております。これもだんだん何か難しい形になっている

のかなという感じはいたしましたけれども、収納については受益者との連絡を密にして努

力していただきたいということでございます。

使用料につきましては、収入率99.7％とほぼ良いところにいっているのですけれども、

一応これもなるたけ増えないように努力していただきたいということです。

それから、下水道の接続件数は21件の増ということで551件、接続率は61.4％で、わずか

ではございますけれども計画を下回っておりますので、これも接続件数の増に向けて努力

をお願いしたいということです。

以下が、使用料の収納状況、負担金の収納状況の表でございます。

それから、7番目が奨学資金貸付運用基金に関する調書ということで、これも去年の奨学

資金貸付は7名ということでございます。これも収納率があまり良くない部分のようなので

すけれども、収納率88.6％で、このうち過年度分は98万7,700円ということで、収納率が1

1.1％。非常に滞って、貸付金残高3,341万5,000円の中で、こういうようなものが大きくあ
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るということがちょっと問題だと思います。回収もありましたので、基金の残高は前年よ

りも513万2,000円ほどの減少となっております。

なお、償還遅延による未納者は30人、858万9,800円ということで、前年度より26万8,70

0円減となっているのですけれども、ずっと長い間停滞しているものがあるということで、

特に遅延者の償還について努力をお願いするということで、記載しておきました。

以上が各会計の部分です。

次が、事業会計の関係です。11ページをめくっていただきますと、水道事業でございま

す。

水道事業収支差額は630万円ほどの純利益となりました。これは、経理の方法も変わった

こともありますけれども、事業の基本的な給水収益、これは前年度比128万3,000円の減と

いうことで、だんだん減少しつつあります。それと、いま新幹線の工事の関係の需要の減

もございますし、人口の減もありますので、水道事業のあり方を十分に検討する課題かと

いうことで、一応指摘をしておきました。

それから料金の未収、これは87件で652万6,000円、前年度よりも18件ほど増えておりま

す。過年度分が37件、364万円、現年度分が67件、291万2,000円で特に過年度分の収納が黒

ではあると思いますけれども、努力して収納してくださいということでございます。

そのほかに不納欠損が2件、7万1,377円ございました。

以下が、関係の表でございます。

13ページが木古内町病院事業会計ということで、一つ目は国民健康保険病院事業です。

病院事業につきましては、一応収支差引1億2,824万ほどの純損失ということでございま

す。単年度で損失ということです。

費用につきましては、減価償却、特別損失等の計上ということに先ほど言いましたけれ

ども、経理の仕方が若干特別会計は変わっておりますので、前年度より1億2,700万円ほど

増えたということでございます。

結果として積み立ててきている当年度の未処分利益剰余金が3億8,000万円ほどになって

おります。

一応、病院事業運営については、改善はされつつあると思いますけれども、一層の飛躍

を目指してほしいということで書いておきました。

それから、診療報酬の被保険者の未収分、これも前年度から280万円ほど減って582万2,

000円ということで、括弧内に過年度分と現年度分に分けてありますけれども、お目通しを

願います。減少した分につきましては、平成21年から23年の分のうちの196万4,000円が不

納欠損処理ということで処理されたために減ったということで、未収金の収納については

いろいろ苦労はあると思いますけれども、努力を期待するということで記載しておきまし

た。

次のページが参考資料、14・15・16ページの上段までが病院関係の資料でございます。

それから、（1）と書いてありますが、（2）になります。介護老人保健施設事業会計、

これにつきましては一応収支差引502万2,795円の純利益ということでございます。前年度

よりも2,600万円ほどの収益の増ということで、これは介護料の増加と一般会計からの繰り

入れ増が主たるものです。

費用につきましては、先ほど申し上げましたように経理の形が変わりましたので、前年
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度よりも2,100万円ほど退職給付引当金などの繰り入れが増えましたので、結局当年度の未

処分利益余剰金としては、1億9,220万2,000円ということです。

老健施設の事業収支は、平成21年の4億がピークということで、伸び悩みと言ったら公平

がありますけれども、定員がありますので必要以上に伸びることはないのですけれども、

経費の節減等によって赤字経営にならないように考慮してくださいということで指摘をし

ておきました。

以下、16・17・18ページが資料になります。

それから、19ページが平成26年度健全化判断比率、きのう議案として提出されておりま

したので、簡単に説明をいたします。

いま全ての会計が黒字ということで資金不足になっていないので、実質赤字比率が0以下

ということでございます。これらにつきましても、引き続き健全な財政運営を期待をした

いということで記しておきました。

次のページが資金不足比率の審査の意見書ということで、これも同様0でございます。ど

の会計も資金不足になっていないので、これからも資金不足にならないように努力をして

いただきたいということで、結んでおきました。以上でございます。

吉田委員長 お疲れ様でした。森井代表監査委員の説明が終わりました。監査委員に対す

る質疑をお受けいたします。質疑ございませんか。

新井田委員。

新井田委員 新井田でございます。

今回の監査のかたには、本当に日頃から大変な量の監査業務、大変ご苦労様でございま

す。

いま、毎年同じような形でご報告をいただいているのですけれども、やはり気になるの

は各所管の不良的な部分ですよね。これが減っているものもあるけれども増えているもの

もあるという中で、やはり我々とすれば回収をどうしていくのだという中でいけば、やは

り監査のかたがもうちょっと声を大きくした中で、行政ときちんともちろん対応はしなが

らやられているとは思いますし、そういう部分は十二分わかるのですけれども、もう以前

から見るとやはり内容的なものはさほど大きく変動はないですし、やはりあり方について

はもうちょっと工夫が必要ではないのかなと。そうすることによって、未収あるいはそれ

に伴う回収がもう少し改善できるのではないのかなというそんな思いもあります。いろん

な業務の中でご苦労されているのは十二分わかりますけれども、ちょっとその辺を感じま

した。ですから、個人の意見としてまたちょっと受け止めていただいて、今後の活動に業

務に何とか行政共々含めて、改善策をきちんとできるようなアドバイスをさらなる部分を

考えていただいて、指導的な部分を含めてお願いをしたいと思います。以上です。

吉田委員長 何かこの件で、森井代表監査委員ありますか。

（「関連」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 平野委員。

平野委員 ほぼほぼいま新井田委員の申し添えた部分と関連しますけれども、今回の説明

あるいは記載については、大きな経理ミスについても厳重注意ということで記載もせず、

それ以外の不納欠損・滞納繰越についても一部を抜かして増えているにも係わらず、どう

も代表監査からは「町場も頑張っている」という声が大きく聞かれて、非常に優しい監査



- 7 -

のようなイメージを受けました。

その中で、「町場も頑張っているのだよ」という文言が何箇所か出てきましたので、主

にどの部分を頑張っているというのを見受けられてそのような言葉が出てきたのかを1点お

伺いするのと、病院事業会計です。

数字から見ると年々厳しい数字になっている中で、そんな中で記載には「病院事業運営

は改善されつつあるが」と書いてあるのですけれども、これはどの部分をもって改善され

ているという文言なのかも合わせて監査さんの見解をお伺いいたします。

あと、未収不納欠損の細かい細部については、各担当課のほうに伺いたいと思いますの

で、トータル的な見解で。

吉田委員長 森井代表監査委員。

森井代表監査委員 監査全体につきましては私も7年目になりまして、かなりきつい口調で

は担当者のほうにも申し伝えることもございます。しかし、一応さっさと全部回収してし

まえということにはなりませんので、相手のあることで函館のほうまで飛んで走って歩い

たり、いろいろその経過も内容としては聞いております。それらにつきましても、私が先

ほど「頑張っている」というのはそういう意味で、一応1件1件に対する対応の仕方を。全

部が全部きちんと言っているかどうかは付いて歩いているわけではないですからわかりま

せんけれども、いままでよりは大分改善されてきているなというようなことでございます。

そういうことで一応改善されつつあるということで、残念ながら時効のあるものとないも

のがあるのです。ですから、処理をしてしまいたいというものも中には担当部署としては

あるようです。だけれども、そういったものがないので「もう少し頑張ってごらん」とい

うことで、私はそういう話はしております。どうしようもない時には、議会にもかけて皆

さん了解を得ながら始末をしていくということを考えてはどうかなと私自身は考えており

ます。

それから、病院のほうの事業運営の改善というのは、これは具体的なものを私は何もな

いのですけれども、一応形態が病院事業として変わってきたということで、これは病院事

業として、それから一応老健事業を包括した中で、合理化をしながらやってきているとい

うことの意味で、私はこれを書いているつもりです。ですから、病院に対してもまだまだ

言語としてはきつい言い方もしております。ですから、これももう少し皆さんがおわかり

になりやすいように、次からはまた表現の仕方も変えていきたい、もっと細かく載せたい

と。数字的なものを載せるよりも、そういったことが皆さん一番やはり監査としてどうい

うところを見ているのかということ。前から言われていることではありますけれども、徐

々になりもと改善していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

吉田委員長 新井田委員。

新井田委員 いま監査委員のほうから、大変ご苦労のある部分は理解はさせていただきま

した。いろいろ私も過去には個人会社の中で、いろいろやってきた経緯があるのですけれ

ども、やはりいわゆる不良債権、ちょっと表現は悪いですけれども。こういう部分は各担

当で責任を持って取れる・取れないそれは別として、そういう部分のプロセスをやはりき

ちんと報告する当然義務があるわけです。そういう中で思うに、そういう行政の皆さんも

人のお金だということではなくて、まずそういう思いを抱いていただくような方針。つま

り、やはり数値化をしてそういう数値に基づいた目標を立てていただいて、それに伴う行
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動をしていくと。そういう部分がやはり今後必要ではないかと思うのです。きちんと明確

な部分を打ち出して、監査として「こうだ、こうして」という中で、こういう方法もある

のではないかということをやはりある程度数値化した中でいかないと、動いた動かないと

いうのはこれは当然いま言ったように、一から十まで付いているわけではないですから、

そういう中でそういう部分の数値化をきちんとして目標数値を持たせるという部分もある

意味では必要ではないかと思うのです。そういう一つの手段・方法としてそういう点もあ

るという中で、今後またぜひそういう改善に向けた努力をお願いしたいと思います。以上

です。

吉田委員長 ほか。

佐藤委員。

佐藤委員 使用料及び手数料の関係ですが、特に今回住宅使用料の関係でこれは毎年のこ

とでございますけれども、相変わらずこのような比率が出てきているということでござい

ます。担当課のほうでは、督促もしているというような口にされているような状況もよく

わかりますが、やはりこのことはあまり大きくなっていくと益々大変になるのではないか

なというふうに思われるので。

この住宅使用料の関係で、入居時において保証人というのは確かあると思うのですが、

それらの保証人にやはり相談をされている状況があったのかないのかをちょっとお伺いし

たいと思います。

吉田委員長 これは監査委員のほうで大丈夫ですか、担当課じゃないと。

森井代表監査委員。

森井代表監査委員 いまの住宅使用料なり水道の料金も同じですけれども、水道料金につ

いては住宅は確か保証人が付きますよね。それについての言ってみれば滞納、これについ

ては保証人にもお願いしてくださいという話は強く言っております。ただ、保証人が親子

であったり複雑ないま住宅料の問題だけなのですけれども、一番私が困っているのは奨学

資金の関係なのです。親が勝手に借りて子どもが知らなかったという、過去にそういう例

があったのです。そういうことは一切ないようにということで、もう最近は全然そういう

ことはありませんので、ですからそういうふうに残っているのは全部古いやつなのです。

だから、保証人だ誰だかわからないというのも中にはあるのです。ですから、そういった

ことは厳重にいまは指導をしております。足りないかと思いますが、原課のほうにまたお

願いいたします。

吉田委員長 ほか。

福嶋委員。

福嶋委員 きのうも補正予算の中で、公債費の借金の元金及び利子がトータルで6,800万円

減額するというふうな。この間も総務・経済常任委員会で指摘をしましたけれども、なぜ

こういうふうな原因に至ったのか。過去何十年も私もやっていますけれども、そういう間

違いはほとんどなかったのです。原因がどうなのか、特に監査委員も中には書かなかった

と。厳重注意をして、ここをなくするというふうな注意はされたそうですけれども、何か

あまりにも数字が減額と増加の含めて6,800万円、6,200万円プラス600万円。この原因はな

ぜこうなったのかなということをもう少し、単なる単純ミスなのか、どういう計算で。こ

れを見ると簡保の関係が非常に大きい。それで、簡易保険の昔の郵政の簡保の関係も含め
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て、どういういきさつがあったのかもう少しちょっと。その主たる原因が何なのかわかる

範囲内でお願いします。

吉田委員長 竹田監査委員。

竹田監査委員 起債の関係ですね。これ後ほど詳しくは行政側の財政担当に確認をしても

らったほうが、より詳しい説明があろうと思うのですけれども。我々もあまり経験のない、

予算減額で起債の借り入れを端的にしたらしたということで、本来であれば事業を確定し

た決算の額での起債の借り入れになるのだけれども、その分が余分に起債を借りちゃった

というそういう構図なのですよね。たぶん総務の財政の中ではその辺、詳しく説明があろ

うと思いますので、そこで確認をいただければなと。そこで、今回代表監査委員が説明し

たように、あまり活字に残せばどうなのかというようなことで、口頭での厳重注意という

ことに至ったということであります。

それから、先ほど平野委員から出された病院の改善策等の関係ですが、我々ことしはじ

めて監査に携わって監査をして、事務方とやはり計数を含めた部分での監査なものですか

ら、なかなか病院だとか老健の場合は経営、診療エリアまでなかなか突っ込んでいけなか

ったというのは、一つ反省をしています。

それで、一昨年から包括病棟も病院とすれば独自の経営の手法として設置をして努力し

たり、いろんな講習と言いますか町民向けのそういうＰＲ等で努力しているというそうい

うことが病院の努力というか、一つの改善策としてというようなことの言葉に至っている

というようなことであります。

次年度からは、管理者含めてのそういう行政監査に至るようなところまで踏み込んでみ

たいなとそういう思いはありますので、今年度はこういう部分で終わったというようなこ

とで一つよろしくお願いします。

吉田委員長 福嶋委員、よろしいですか。

平野委員。

平野委員 いま竹田監査委員の話とすれば内容に踏み込んでということですけれども、あ

くまでもやはり監査なので、やはり数字にこだわるべきだと思うのです。

先ほど森井代表監査委員からも話がありましたが、7年目になって職員等も「一生懸命頑

張っている姿が見受けられる」という言葉が出ましたけれども、やはり監査としてこの数

字にあくまでこだわった中で、厳しい意見を出してくれないと困ると思うのです。やはり

これあくまで数字ありきですから、当然数字が下がっているのに頑張っているというよう

な意見では、困ると思うのです。気持ちは非常によくわかりますけれども、やはり町の代

表として我々議員もそうですけれども、監査として行政側には言い方はあれですけれども、

嫌われるくらいの厳しい意見を今後出していただいて、数字の改善に努められるような監

査をしていただきたいと思いますので、そのことについてもしお答えがあればいただきた

いですけれども、なければないでいいです。

吉田委員長 森井代表監査委員。

森井代表監査委員 よくわかりました。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。
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休憩 午前10時10分

再開 午前10時14分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほかにございませんか。

鈴木委員。

鈴木委員 鈴木でございます。

1点だけ、水道事業会計についてでございます。先日、視察等をさせていただきまして、

水道事業の現在の状況、これからの方向性について委員会のほうで話をさせていただいた

のですが、一応こちらのほうの表を見させていただきますと、私も勉強不足の部分がある

のですけれども、この表を作る上で数字を合わせると言いますか会計報告という部分で、

こちらも苦労をされたかたと思うのですが、こちらに書いている「水道事業のあり方につ

いて十分検討する課題である」という部分。こちらは、この数字の部分から見て監査の立

場から見て、担当課にどのようなアドバイスと言いますか、されたのかという部分を1点だ

け確認をさせてください。よろしくお願いいたします。

吉田委員長 森井代表監査委員。

森井代表監査委員 水道事業について先ほども言いましたように、背景が事業がなくなる。

それから、人口も減っていくと。そういったような中で、水量ももちろん減りますよね。

だからそれらについての今後の見通し、言ってみれば事業はもうなくなるから0だろうけれ

ども、人口の見通しだとかそういったものを見ながら現行のいまの水道の施設のあり方と

かそういったことを考え直してはどうかというお話を毎度しているのですけれども、何せ

背景が背景なものですからなかなか良い答えはきていないのですけれども。確か総務の資

料に載っていたようなことと全く私達も同じような言い方をしております。

吉田委員長 竹田監査委員。

竹田監査委員 きのう、総務の委員長の所見でも水道事業については述べているように、

今後の水道事業のあり方については当然、人口減。そしていまは、新幹線関連のいろんな

工事だとか入っているので、いくらか水を使っていただいているという。そういう将来を

見込んだ場合、本当にこのままの浄水の経営でいいのか、やはり簡水に移行すべきではな

いかという意見等も出ていますし。ただ、浄水から簡水に簡単に移行できるのかどうなの

かという課題等もあるものですから、今後水道事業のあり方について十分やはり検討すべ

きだというようなことでの所見でありますので、よろしくお願いいたします。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、以上で監査委員に対する質疑を終了いたします。

監査委員の皆さん、お疲れ様でした。

次の課が準備できるまで、暫時、休憩をいたします。

休憩 午前10時19分

再開 午前10時23分
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（2）総務課、選挙管理委員会

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、総務課、選挙管理委員会の準備ができましたので、審査を行います。

担当課長より説明員の紹介並びに平成26年度決算の中で、特質した内容の事業概要につ

いてございましたらお願いします。

総務課長。

山本総務課長 おはようございます。それでは、総務課の職員ですが常任委員会等でご紹

介をしておりますので、顔ぶれが変わっておりません。業務の関係で全ての職員が出てお

りませんけれども、省略をさせていただきたいというふうに思います。

それでは、私のほうから平成26年度の決算概要につきまして、若干監査委員の報告と重

複いたしますけれども、ご報告をさせていただきます。

歳入につきましては、58億6,804万1,091円となっておりまして、これに対する歳出につ

きましては、55億9,064万1,824円ということでございます。

この結果、収支剰余といたしましては、2億7,539万9,267円ですが、翌年度に繰り越す財

源として 1億8,703万1,500円がございますので、実質収支は8,836万7,767円となってござ

います。

これから、平成25年度実質収支の1億539万8,806円を差し引いたマイナス1,703万1,039円

が単年度収支となりますが、実質単年度収支は財政調整基金積立金3,618万2,471円を加え

た1,915万1,432円となっております。これは、実績報告書のほうにも記載をされておりま

す。

決算の主な歳入・歳出につきましては、記載のとおりとなっておりますので、省略をさ

せていただきます。

それでは、議案説明資料 資料番号2の19ページをお開きいただきたいというふうに思い

ます。

ここには、基金額等の推移を掲載しておりますが、平成26年度中に積み立てた額は3億3,

991万6,000円で、江差線代替輸送確保基金積立金が約3億100万円となっております。

これに対して、取り崩した額は2億2,983万8,000円となっており、年度末現在高は20億3,

261万2,000円となっております。

なお、この中には、備考資金組合積立金の4億円が含まれております。

以上、簡単ですが平成26年度の財政の概要について、ご説明をいたしました。

このあと、それぞれ担当のほうから、まず財政担当主査及び総務グループの各担当主査

から、関係の決算の詳細につきましてご説明をさせていただきますので、よろしくお願い

をいたします。

吉田委員長 それでは、早速審査に入ります。

説明については、決算の中で不用額として大きなものや前年度の創意のあるものを主と

して行ってください。スピーディな審査を行うために、経常的経費については説明をなる

べく省略してください。

なお、資料が提出されていない場合は、決算書並びに決算実績書と重複しないよう、資
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料を有効的に活用して説明をしてください。

それでは、審査に入ります。

田畑主査。

田畑主査 財政担当の田畑です。よろしくお願いいたします。

それでは、まずはじめに、平成26年度決算の概要について、説明をさせていただきます。

資料は、決算実績報告書の1ページ目をまずご覧いただきたいと思います。

この1ページ目につきましては、決算の総括となっておりまして、24年から26年の歳入、

歳出、実質収支、単年度収支等のまとめたものを載せております。こちらの説明につきま

しては、先ほど課長が説明しましたので、省略をさせていただきます。

続きまして、2ページ目になります。

歳入・歳出の内訳になりますが、表の左側が歳入、右側が歳出のそれぞれ科目別の執行

状況を掲載しております。

歳入予算現額合計の61億8,938万6,000円に対する決算額は、58億6,604万1,091円となっ

ておりまして、執行率は94.8％となっております。

対しまして、歳出の決算額は55億9,064万1,824円で、執行率は90.3％となっております。

歳出で農林水産業費、あと商工費、土木費が執行率が低くなっておりますが、これは翌

年度繰越分があるためです。

続きまして、3ページになります。歳入の款別の総括表になります。

予算現額との対比で率が低くなっております、6款の地方消費税交付金につきましては、

消費税が5％から8％に増税されたことによる増収を見込んでおりましたが、増税後に景気

の低迷等により税収が落ち込んだことにより、こちらの収入も減ったところであります。

7款の自動車取得税交付金につきましては、消費税増税により自動車取得税の税率改正が

ありまして、こちらもそのことにより税収が減少したものです。10款の交通安全対策特別

交付金につきましては、こちら各自治体区域内での事故発生件数、人口集中地区人口及び

改良済道路延長を配分指標として交付金額が算定されるのですが、こちら9月に交付すべき

金額が25万円に満たない場合は、当該年度は交付しないこととされておりますので、その

ためこちらのほうは歳入がないという状況になっております。不納欠損額につきましては、

町税で316万円ほどとなっております。

続きまして、4ページをお開き願います。4ページは、歳出の款別の総括表となります。

款ごとの構成比及び執行率等については、記載のとおりとなっております。

不用額の主な要因等につきまして、各担当課から説明されますので、こちらも省略をさ

せていただきます。

5ページをお開き願います。

歳入区分別の前年度対比については記載のとおりとなっておりまして、歳入合計額で前

年対比で26.7％、12億3,578万4,000円の増となっております。

増になった要因につきましては、17款 繰入金の地域の元気臨時交付金基金繰入金及び

江差線代替輸送確保基金繰入金でおよそ2億3,000万円の増、19款 諸収入で江差線バス運

行支援金、旧佐女川1線機能補償金でおよそ3億5,600万円の増、20款 町債で5億4,700万円

ほどの増となっているためです。

続いて、6ページをお開き願います。
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6ページは、歳出の款別の前年度対比となっておりまして、合計額での前年対比で25.6％、

11億3,920万7,000円ほどの増となっております。

増になった要因につきましては、新幹線開業に伴いまして関連事業が本格化したことに

よる8款 土木費の増、中央公民館耐震改修工事及び郷土資料館改修工事等に伴う10款 教

育費の増となっているためです。

7ページをお開き願います。

7ページは、一般会計における一般財源の充当状況で、こちらも前年度対比で表記させて

いただいております。使途別の充当率で増減の大きい部分として、④普通建設事業費につ

いては新幹線関連工事費が増加したことにより増で、⑧の積立金につきましては、財政調

整基金積立金の減少による減となっております。

また、決算統計上の経常収支比率につきましても、算定が終わりまして90％弱となりま

して、ここ5か年ほど横ばいで推移している状況であります。

8ページをお開き願います。

8ページは、過去10年間の公債費の状況となっておりまして、平成26年度の借入額は9億

9,720万円で、前年度より5億4,650万円ほど増となっております。

歳出決算額に対する各年度の元利償還金の割合につきましては、一番右の欄に記載して

おりまして、平成26年度は8.5％となっております。

続いて、9ページをお開き願います。

9ページにつきましては、平成26年度決算から追加をさせていただきました、消費税率引

き上げに伴います地方消費税交付金の社会保障財源化分について、社会保障4経費、その他

社会保障施策に要する経費に充当した額を明確化するための表となっております。

こちらにつきましては、社会保障・税一体改革大綱において消費税収のうち、増税分に

つきましてはその使途を明確にし、その全額を社会保障財源化することとされたためです。

平成26年度につきましては、社会保障に対する経費が7億4,153万3,000円に係りますこち

らの一般財源に、地方消費税交付金社会保障財源化分1,096万8,000円を充当しております。

充当先は記載のとおりとなっております。

以上が、平成26年度決算の概要についての説明となります。

引き続き、決算実績のほうの財政分の説明に入らせていただいてよろしいですか。

吉田委員長 皆さん、よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 田畑主査。

田畑主査 それでは、説明に入らせていただきます。

歳出からまいります。

決算書の28ページ、実績報告書は25ページをお開き願います。

2款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費、25節 積立金ですが、決算額は4,2

74万9,558円となっております。

内訳については、決算実績書に記載されているとおりでありますが、収支剰余分の積立

として財政調整基金に3,600万円ほど積み立てております。教育基金とまちづくり応援基金

につきましては、年度内の寄附金受領に伴うものです。そのほか少額のものは、各基金の

運用利子相当分の積立となっております。
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なお、各種基金額の状況につきましては、先ほど課長からも説明がありましたとおり、

説明資料の資料番号2の19ページに、過去3年間の推移を掲載させていただいておりますの

で、後ほどご参照を願います。

続きまして、決算書の63ページ、実績報告書60ページをお開き願います。

12款、1項 公債費、1目 元金ですが、決算額は4億2,237万459円で、執行率はほぼ100

％です。借入先別の償還額は記載のとおりとなっております。

2目 利子ですが、決算額は5,480万3,989円で、執行率は91.2％となっております。

なお、平成26年度につきましては、年度末の1月から3月にかけまして、新幹線関連工事

等の支払が重なったことによりまして、財政調整基金の繰替運用を行っております。その

ため基金運用利子に107万3,298円が発生しております。

その他の利子の不用額につきましては、一時借入金がなかったことで、短期資金の利子

が不要となったことによるものです。

続きまして、決算書の64ページ、実績報告書は61ページをお開き願います。

15款の予備費についてですが、予算額が158万1,000円となっておりますが、こちら41万

9,000円を3款 民生費、1項 社会福祉費、8目 住民運動費、19節 負担金補助及び交付

金の防犯灯料金・設置・補修補助金に流用しております。

続きまして、歳入の財政の所管分について説明をさせていただきます。

こちらにつきましては、決算書の9ページ、実績報告書は11ページからとなりますが、こ

ちらの2款 地方譲与税から10款 交通安全対策特別交付金につきましては、決算の総括の

覧で説明をさせていただきましたので、説明を省略をさせていただきます。

それでは、決算書・実績報告書ともに15ページをお開き願います。

13款 国庫支出金、2項 国庫補助金、6目 総務費補助金、2節 がんばる地域交付金で

すが、予算額2,946万7,000円に対しまして、決算額2,946万7,000円、執行率は100％となっ

ております。こちらについては、水道事業会計負担金に全額を充当しております。

決算書は20ページ、実績報告書は19ページお開き願います。

15款 財産収入、1項 財産運用収入、2目 利子及び配当金ですが、予算額662万2,000

円に対しまして、決算額551万1,519円、執行率は83.2％となっております。

内訳は記載のとおりとなっておりますが、備荒資金組合への積立金が年々増加をしてき

ているため、運用に伴う配分金のほうも増加をしております。

決算書は21ページをお開き願います。

17款の繰入金、1項 基金繰入金、1目・1節 地域の元気臨時交付金基金繰入金ですが、

こちらは予算額1億4,167万5,000円に対しまして、決算額が1億4,169万3,328円、執行率は

ほぼ100％となっております。

この基金につきましては、平成25年度に受領しました地域の元気臨時交付金、こちら国

庫補助になりますが、こちらを基金として積み立てをしまして、戸籍の電算化事業ですと

か福祉バスの公用車購入、産業会館の改修等、国庫補助を伴わない単独事業費に充当して

おります。

こちらにつきましては、26年度で全額執行しておりますので、後年度は発生しないもの

であります。

決算書は22ページをお開き願います。
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4目の学校教育施設整備基金繰入金ですが、予算額361万9,000円に対しまして、決算額3

62万525円、執行率はほぼ100％となっております。こちらは10款 教育費、3項 中学校費、

2目 教育振興費、13節 委託料のうち、生徒用パソコン更新業務委託料に全額を充当して

おります。

続きまして、2項の特別会計繰入金の1目・1節 病院事業会計繰入金ですが、こちらは予

算額2,005万6,000円に対しまして、決算額は2,004万9,828円で、執行率はほぼ100％となっ

ております。

この分につきましては、病院にかかる起債償還の財源として、一般会計に繰り入れをす

るものです。

なお、18款の繰越金につきましては、例年計上しておるものですので、省略をさせてい

ただきたいと思います。

続きまして、決算書は23ページ、実績報告書は20ページをお開き願います。

19款 諸収入、2項・1目 預金利子ですが、予算額3万円に対しまして、決算額は15万6,

697円、執行率は522.3％となっております。

続きまして、決算書は24ページをお開き願います。

5項・1目 雑入、2節 一部事務組合広域連合還付金ですが、予算額1万円に対しまして、

決算額は82万1,720円となっております。

続きまして、4節の雑入の中で、財政グループ所管のものとして、新市町村振興宝くじ交

付金が決算額186万6,060円となっております。

続きまして、実績報告書は22ページをお開き願います。

20款・1項 町債となっておりますが、こちら借入額につきましては、それぞれ実績報告

書に掲載をされているとおりとなっておりますので、そちらをご参照いただきたいと思い

ます。

こちらにつきましては、決算書につきまして25ページまで掲載をさせておりますが、こ

ちらのところで特に執行率の低いものについて説明をさせていただきますと、3目の土木債

になりますが、予算額5億4,830万円に対しまして、決算額3億5,960万円で、執行率は65.6

％となっておりますが、こちらは次年度に繰り越す歳入があるためです。

続きまして、執行率が低いところとしましては、5目の消防債ですが、予算額6,440万円

に対しまして、決算額4,570万円で、執行率は72.5％となっております。

こちらにつきましては、消防デジタル無線整備に係る国庫補助金の増加によりまして、

こちらのほうの木古内町で負担する負担金の額が減少したことにより、借り入れが減少し

たということになります。

町債全体としましては、9億9,720万円の借り入れとなっております。

なお、27年度予算でもありましたが、公債費の予算計上誤りですとかそういった部分が

ありまして、議員の皆様にも大変ご迷惑をかけまして、改めてお詫びをさせていただきま

す。

こちらにつきましては、起債の公債費償還額については、全てシステムで管理をしてい

るところでありますが、予算計上をする際に、システムから出した資料をさらに予算に貼

り付けるためにまとめた時に、26年度償還済みの分も誤って計上してしまったために発生

したものでありますので、今後そういうことがないようにグループ内でチェック体制をさ
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らに強化をしまして、今後こういうことがないようにしていきたいと思いますので、ご了

承いただきたいと思います。

財政所管につきましては、以上になります。よろしくご審議をお願いします。

吉田委員長 総務一般管理費ほかの説明が終わりました。質疑を受けます。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次にいきます。

それでは、幅崎主査。

幅崎主査 総務グループ分について、歳出のほうからご説明をいたします。

実績報告書は24ページ、決算書は27ページと28ページをお開き願います。

2款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費、1節 報酬につきましては、特別職

職員報酬等審議会報酬と、嘱託員の報酬5名分で200万円弱、4節 共済費につきましては、

非常勤職員も含めた6名分で330万円ほど、7節 賃金は非常勤職員1名分の賃金で、138万2,

850円の支出となっております。

旅費につきましては、254万3,286円となっておりまして、内訳につきましては記載のと

おりです。

なお、このたび旅費について不用額を出しておりますので、資料番号2の13ページをお開

き願います。

表の一番上に記載されておりますが、予算額295万6,000円に対しまして、不用額が40万

円ほど出ております。理由につきましては、昨年度町長が北海道町村会の理事と渡島町村

会の副会長の役員に就任されまして、また新幹線関連事業に伴う中央要望など、昨年の11

月の段階では、例年に比べて出張が増加しておりました。そのため、不足見込額の28万円

ほどを昨年12月の定例会で補正させていただいております。ただ結果的には、規程予算内

で収まったために不用額が生じたものです。

実績報告書のほうに戻ります。

10節 交際費につきましては57万3,269円で、詳細につきましては説明資料 資料番号の

2のほうの21ページから24ページに掲載しておりますので、後ほどご参照願います。

11節 需用費につきましては、消耗品費と印刷製本費等で前年とほぼ同額です。コピー

料金の縮減と電算機器等の大きな修繕が無かったために、65万円ほど不用額が出ておりま

すので、不用額の一覧も合わせてご参照願います。

また、食糧費につきましては、資料番号2の15ページに記載のとおり、姉妹都市の盟約2

5周年記念がありましたので、祝賀会等へ支出をしております。

12節 役務費につきましても、郵便料と電話料など613万円ほどで前年とほぼ同程度です。

不用額は40万円弱となっております。

13節 委託料ですが、昨年度平成26年度は総合行政システムのサーバー更新がありまし

たので1,400万円、またマイナンバーの利用に伴う総合行政システムの改修670万円があり

ましたので、委託料全体では3,150万円ほどとなっております。

使用料及び賃借料につきましては、コピー機と印刷機の借上料を含む420万円ほどで、ほ

ぼ前年並みです。

実績報告書は25ページをお開き願います。
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18節 備品購入費ですが、庁内ＬＡＮに接続する端末5台とプリンタ1台を購入しており

まして、107万円ほどの支出となっております。

19節 負担金補助及び交付金につきましては、内訳の下から5つ目になりますが、道から

派遣されておりました中尾室長の人件費負担分として、約920万円、地デジの難視聴対策の

補助金、2地区分で約1,250万円を支出しているほかは、ほぼ例年並みです。全体では、2,

670万円ほどとなっております。負担金につきましても、32万円ほどの不用額が出ておりま

すが、資料のほうに一覧に記載のとおり、道職員の派遣負担金が予算よりも減額になった

ことによるものです。

20節 償還金利子及び割引料は、総合行政システム取得に伴う償還金です。

決算書は28ページをお開き願います。

2目の職員厚生費ですが、報償費は講師の謝金で、旅費は職員の研修に伴う旅費となって

おります。

委託料は、職員の健康診断委託料で約100名分ですが、執行額はそれぞれ記載のとおりで

す。

実績報告書は60ページ、決算書は63ページをお開き願います。

13款 諸支出金、1項 還付金、1目 過誤納還付金についてですが、内訳の中で中段に

記載しております、源泉所得税未徴収納付金6万9,900円は、昨年の11月の議員懇談会で説

明させていただきました、町内の個人事業主に対する所得税の徴収漏れに関する納付金で

ございます。

実績報告書は61ページ、決算書は63ページと64ページにまたがります。

14款・1項・1目 職員給与費、決算額は5億960万円ほどで、職員手当の内訳は記載のと

おりです。共済費については1億3,800万円ほどで、前年度より大きく減額となっておりま

すが、一昨年の平成25年は3年に一度の退職手当組合への精算負担金が4,400万円ほどあっ

たためのものです。

以上で、歳出の説明を終わります。

続いて、歳入について説明させていただきます。

吉田委員長 歳入に入ってよろしいですか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 それでは、歳入をお願いします。

幅崎主査。

幅崎主査 決算書・実績報告書ともに、15ページをお開き願います。

13款 国庫支出金、2項 国庫補助金、6目 総務費補助金、1節 総務費補助金ですが、

72万9,000円、歳出で説明しましたマイナンバー関連のシステム改修費用の国庫補助金です。

決算書は16ページをお開き願います。

5節 辺地共聴施設整備事業補助金につきましては、地デジ難視聴対策事業への100％国

庫補助分です。

3項 国庫委託金、1目 総務費委託金、1節 総務費委託金で、総務分は自衛隊募集事務

委託金の2万円になります。

続いて、実績報告書19ページ、決算書は20ページをお開きください。

15款 財産収入、1項 財産運用収入、2目・1節 利子及び配当金、株式配当金としまし
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て、例年とほぼ同額の4万8,550円です。

決算書は21ページをお開き願います。

16款・1項 寄附金、1目から4目まで各種寄附金となっており、資料番号2の25ページに

内訳を記載しておりますのでご参照を願います。教育費の寄附金とまちづくり応援寄附金

で、計270万4,000円となっております。

続きまして実績報告書20ページ、決算書は24ページをお開きください。

19款 諸収入、5項・1目・4節 雑入、内訳の保険手数料からまちづくり・人づくり推進

交付金まで、総務グループ所管分となります。金額については記載のとおりで、ほぼ例年

どおりとなっております。

歳入につきましては、以上です。よろしくご審議願います。

吉田委員長 それでは、総務グループ所管の説明が終わりました。

質疑を受けます。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次にいきます。

それでは、加藤（崇）主査。

加藤（崇）主査 防災担当の加藤です。

防災担当所管分の決算について、説明をいたします。歳出から説明をいたします。

なお、例年どおりの支出につきましては、説明を省略をさせていただきます。

決算書53ページ、決算実績報告書49ページをお開きください。

9款・1項・1目 消防費で、予算額2億7,752万7,000円に対しまして、決算額2億6,631万

7,000円で、執行率は96％となっております。

19節 負担金補助および交付金です。渡島西部広域事務組合の負担金として、2おく6,6

31万7,000円を支出しており、このうちの5,334万7,000円は、消防救急デジタル無線に係る

整備費となっており、前年度繰り越し分の支出となっております。

なお、このたび負担金について不用額を出しておりますので、資料番号2の14ページをお

開き願います。

表の真ん中ほどに記載されておりますが、繰越予算額6,455万7,000円に対しまして、不

用額が1,121万円ほど出ております。理由につきましては、渡島西部広域事務組合の消防緊

急デジタル整備事業に係る国からの補助金が増額されたことにより、構成自治体の負担金

が減額したことによるものです。

続きまして、2目 災害対策費で予算額434万円に対しまして、決算額390万128円で、執

行率は89.9％となっております。

1節 報酬、及び9節 旅費の委員費用弁償については、執行はありませんでした。普通

旅費については、4万740円の支出をしております。

続きまして、決算書54ページをお開きください。

11節 需用費です。防災用備蓄品費でありますが、真空パック毛布など購入のため150万

8,198円を支出しております。

現在の防災資材一覧につきましては資料番号2の26ページを、平成26年度防災用備蓄品購

入内訳につきましては資料の27ページを、今後の防災用備蓄品購入予定につきましては、

資料28ページをご参照ください。
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同じく戸別受信機等修繕費ですが、屋外拡声局のバッテリーの交換やＦＲＰカバーの取

り付けなどで、53万7,624円を支出しております。

続きまして、12節 役務費です。電波利用料につきましては、電波法の改正に伴い前年

度よりも少ない6万1,150円の支出となっております。

13節 委託料です。戸別受信機設置委託料として1万8,900円、防災行政無線保守委託料

として130万320円を支出しております。

続きまして、14節 使用料及び賃借料につきましては執行ありませんでした。

以上で、歳出の説明を終わります。

よければ、歳入のほうに進んでよろしいでしょうか。

吉田委員長 よろしいです。

加藤（崇）主査。

加藤（崇）主査 次に歳入について、説明をいたします。

決算書24ページ、決算実績報告書20ページをお開き願います。

災害対策費関連の歳入は、19款 諸収入、5項・1目・4節 雑入、総務課分450万3,136円

のうち、一番下の市町村防災・減災対策事業推進助成金分139万7,000円となっております。

以上が、防災担当所管の決算項目となっております。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。

吉田委員長 ただいま防災担当の説明が終わりました。

質疑を受けます。

平野委員。

平野委員 予算の中で2万9,000円報酬ということで、防災会議と国民保護協議会の予算に

付いている中、ゼロ会の開催ということのこの理由をお知らせください。

吉田委員長 加藤（崇）主査。

加藤（崇）主査 木古内町防災会議及び木古内町国民保護協議会の会議につきましては、毎

年防災計画や国民保護計画の改正をする時に開催をするものですが、本年度については26

年度については、そういった改訂がございませんでしたので、開催をしませんでした。

ただ、予算としてはほかにも防災会議条例の所掌事務の中に災害発生時、当該災害に関

する情報を収集することとありまして、また国民保護協議会についても武力攻撃自体等に

おける我が国の平和と独立及び、並びに国及び国民の安全の確保に関する法律により、町

長の諮問に応じて住民の保護のための措置に関する需要事項を審議する必要がいつでもあ

るため、いつでも開けるような状態にしておく必要があるため、予算措置はしておりまし

た。理由としては以上です。

吉田委員長 新井田委員。

新井田委員 需用費の不用額80万円ぐらい出ているのですけれども、これは実績報告書を

見ると要するに備蓄の部分が大半なのだけれども、これはどうして80万円というのは我々

素朴な疑問なのだけれども、やはり備蓄に関しては別にこういう不用額を余すほどの状況

にはならない。余った部分に関しての備蓄を何か考えればいいのかなというような単純な

気持ちはあるのだけれども、これって防災に災害に対するいわゆる心がけの予算でもある

わけだから、この辺のいわゆる不用額というのはもうちょっと使い道があったのじゃない

のかなというような思いなのだけれども、その辺ちょっと答弁をお願いします。
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吉田委員長 答弁調整のため、暫時、休憩をいたします。

休憩 午前11時09分

再開 午前11時09分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

先ほどの質問につきましては、ちょっと単位違いということで。

ほかに。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次にいきたいと思います。

幅崎主査。

幅崎主査 選挙管理委員会分になります。

歳出、実績報告書の30ページ、決算書は32ページをお開きください。

2款 総務費、4項 選挙費、1目 選挙管理委員会費、1節 報酬につきましては、国政

選挙などがありましたので、選挙管理委員会の開催数が増えております。そのため例年よ

り多くなっております。9節 旅費から19節 負担金までは、ほぼ例年並みの支出です。

2目 木古内町農業委員会選挙費、無投票になりましたが、選挙会等の開催がありました

ので、報酬等の支出をしております。金額の読み上げは、省略させていただきます。

実績報告書は、30ページと31ページにまたがります。決算書は、33ページをお開きくだ

さい。

3目 衆議院議員選挙費、1節 報酬から16節 原材料費まで、通常の国政選挙並みの支

出となっております。

4目 北海道知事及び議会議員選挙費、こちら執行率が58.4％と低くなっておりますが、

道の交付金の予算配分が26年及び27年度の2か年にまたがっております。支出実績としまし

て、27年度のほうに配分が大きくなったことによるものです。節ごとの支出額は、読み上

げを省略させていただきます。

歳入のほうに入ってもよろしいでしょうか。

吉田委員長 はい。

幅崎主査。

幅崎主査 実績報告書は15ページ、決算書は16ページをお開きください。

13款・3項・1目の総務委託金、2節 選挙費委託金 約500万円弱につきましては、衆議

院議員選挙執行に伴う委託金でございます。

実績報告書は17ページ、決算書は18ページになります。

14款・3項・1目・1節の総務委託金のうち、北海道知事及び道議会議員選挙費委託金 約

180万円は、知事道議選に伴う委託金でございます。こちらも歳出同様、平成27年度との2

か年での交付となります。

歳入については、以上でございます。

吉田委員長 歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）
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吉田委員長 ないようなので、以上をもちまして、総務課の審査を終わります。

お疲れ様でした。

20分まで、暫時、休憩をいたします。

休憩 午前11時12分

再開 午前11時18分

（3）まちづくり新幹線課

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、まちづくり新幹線課について、審査を行います。

担当課長より説明員の紹介並びに平成26年度決算の中で、特質した内容や事業概要につ

いてございましたら、説明をお願いいたします。

福田課長。

福田まちづくり新幹線課長 まちづくり新幹線課でございます。どうぞよろしくお願い申し上

げます。

はじめに、説明員の紹介でございますが、これまで総務・経済常任委員会等におきまし

ても説明員については、この顔ぶれで説明させていただいております。その中でも後ろに

おります2名ですが、広報を担当しておりますまずは折目主事でございます。それから、こ

ちらが都市計画を担当しております、中村主事でございます。

まちづくり新幹線課の業務でございますけれども、企画・統計・新幹線広域観光・都市

計画ということで、こういった業務を担ってございます。

平成26年度決算の概要、主たる内容でございます。これにつきましては、まず企画業務

につきましては、廃線となりました江差線、木古内－江差間の鉄道施設物の撤去、これと

江差線バスの運行補助、これが主たる事業ということになってございます。

それから、統計業務につきましては、各種統計調査に関する費用がございます。

それから、新幹線業務につきましては、開業の啓発に要する費用、新幹線建設に関する

負担金、開業記念事業実行委員会に要する費用等がございます。

広域観光業務でございますが、こちらにつきましては観光交流センターのセンター長、

地域おこし協力隊に関する費用、広域観光推進に要する経費、こういったものがございま

す。

次に、都市計画関連業務でございますが、これにつきましては街路整備に要する費用、

それから駅周辺整備事業に関する事業、こういったものが主たる事業となってございます。

それでは、詳細につきましては、はじめにまちづくり担当の加藤（隆）主査から、企画

並びに都市計画について、ご説明申し上げます。

その後、新幹線関連あるいは広域観光関連につきましては、畑中主査のほうからご説明

申し上げます。よろしくお願い申し上げます。

吉田委員長 加藤（隆）主査。

加藤（隆）主査 まちづくりグループで、まちづくり及び都市計画を担当しております加藤

です。よろしくお願いいたします。
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まずは、私のほうからまちづくり所管の歳出のほうからご説明いたします。

決算書29ページ、実績報告書27ページ、資料の13ページをお開きください。

それでは、2款 総務費、1項 総務管理費、5目 企画振興費でございます。主だったも

のについてご説明いたします。

8節 報償費、町政広報配布報償費として、54万7,600円、25町内会へ配布報償費として

支出しております。次に、9節 旅費、普通旅費 38万1,660円、主な主張先は札幌市と東

京となっております。次に、11節 需用費、印刷製本費でございます。98万1,672円、これ

は広報きこないの印刷製本代となっております。次に、13節 委託料、ＪＲ江差線廃止に

伴う鉄道施設物撤去調査設計委託料でございます。370万4,400円となっております。次に、

18節 備品購入費でございます。13万464円、広報用のデジタルカメラ1台を購入しており

ます。次に、19節 負担金補助及び交付金でございます。主要なものについては、江差線

バス運行補助金 8,452万5,220円でございます。内訳としましては、初期投資分が7,571

万8,220円、運営補助分として880万7,000円、計8,452万5,220円となっております。

そこで不用額調書、資料の13ページのほうに企画振興費負担金補助及び交付金のところ

で、不用額31万3,480円記載になっておりますが、清算に伴う不用額ということでよろし

くお願いいたします。

次に、実績報告書28ページをお開きください。

24節 投資及び出資金、道南地域第三セクター鉄道出資金として、944万4,000円支出し

ております。これは、株式額面1,000円×22万6,000株、2億2,600万円の総額に対し、木古

内町の持株比率が4.4％となっております。その金額が994万4,000円となっております。

次に、25節 積立金、江差線代替輸送確保基金積立金 3億100万5,139円、これはＪＲ

北海道からの補填金として、3億円をいただいております。プラス運用益として、利息が1

00万5,139円となっております。

次に決算書34ページ、実績報告書31ページをお開きください。

2款 総務費、5項 統計調査費、1目 統計調査費でございます。1節 報酬、各統計調

査における調査員の報酬及び指導員の報酬となっており、合計が52万4,530円となってお

ります。

主要な歳出については、以上です。

歳入のほうに移ってもよろしいでしょうか。

吉田委員長 はい。

加藤（隆）主査。

加藤（隆）主査 それでは、決算書17ページ、実績報告書16ページをお開きください。

14款 道支出金、2項 道補助金、1目 総務費補助金、1節 電源立地地域対策交付金

335万1,000円でございます。このお金につきましては、保健推進担当の保健師2名分の

人件費として、交付金措置がされております。

次に決算書18ページ、実績報告書17ページをお開きください。

14款 道支出金、3項 道委託金、1目 総務費委託金、1節 総務費委託金、まちづく

り担当分は、土地利用規制等対策事業委託金 5万円、届出7件分の北海道からの事務手続

交付金でございます。

次に、実績報告書18ページをお開きください。
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3節 統計調査費委託金 76万2,115円、これは先ほど歳出のほうでもご説明いたしまし

た、各統計調査における委託金でございます。

次に、決算書20ページ、実績報告書19ページをお開きください。

15款 財産収入、1項 財産運用収入、2目 利子及び配当金でございます。まちづくり

担当は下段から二つ目、江差線代替輸送確保基金積立金利子となっております。これは、

先ほど歳出で積立金のところでご説明いたしました金額、100万5,139円の利子分となって

おります。

次に同じく19ページ、17款 繰入金、1項 基金繰入金、3目 江差線代替輸送確保基金

繰入金、江差線代替輸送確保基金への繰り入れとして歳出でご説明いたしました金額、8,

452万5,220円と同額となっております。

次に、決算書23ページ、実績報告書20ページをお開きください。

19款 諸収入、4項 受託事業収入、1目 総務費受託事業収入、1節 鉄道施設物撤去

調査設計受託収入といたしまして、370万4,400円。これは、歳出で説明いたしました委託

料の分の歳入となっております。

次に、決算書24ページ、実績報告書21ページをお開きください。

5項 雑入、1目 雑入、4節 雑入でございます。まちづくり担当分は、まちづくり新

幹線課のうち上から三つ、町政広報送付手数料 3万6,000円、広報有料広告掲載料 26万

5,000円、江差線バス運行支援金として3億円。

以上、まちづくり担当分の歳入となっております。

吉田委員長 ただいま歳出歳入の説明が終わりました。

皆さんから質疑を受けます。

平野委員。

平野委員 広報なのですけれども、不用額の30万以上にはなっていないのですけれども、

約々20万円予算に対しても80％くらいなのですけれども。製本ですから、最初からある程

度見積もりを作っていただいての予算計上だと思うのですけれども、この20万ほど安くな

っていると言いますかその理由をお知らせください。

吉田委員長 加藤（隆）主査。

加藤（隆）主査 昨年、一度業者のほうでミスプリントがございまして、その1回分をお金

をいただかないということでの不用額となりました。あとは、入札差金でございます。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次に進みたいと思います。

加藤（隆）主査。

加藤（隆）主査 次に、都市計画に関係します歳出のご説明をいたします。

決算書51ページ、実績報告書47ページ、資料の1に主要な施策の説明、及び14ページに

不用額調書を載せております。

それでは、8款 土木費、4項 都市計画費、1目 都市計画総務費でございます。主だ

ったものにつきましては、28節 繰出金 下水道事業特別会計繰出金 8,253万3,000円で

ございます。これは、下水道会計の繰り出しとなっております。

次に、2目 街路新設改良費、9節 旅費 普通旅費でございます。29万1,700円、主な
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出張先は札幌となっております。12回、行っております。

次に、11節 需用費 都市計画図印刷の白図100枚を印刷しております。

次に、13節 委託料 都市計画道路環状線通支障物件調査等業務委託料 194万4,000円、

これにつきましては、一昨年調査しました都市計画道路の物件調査の再算定業務の委託料

となっております。

次に、15節 工事請負費 都市計画道路環状線通整備事業改良舗装工事 2,799万3,600

円となっております。これは、25年度の繰越事業となっておりまして、ちょうど新幹線の

高架下辺りを工事して、延長132ｍとなっております。

次に、17節 公有財産購入費 都市計画道路環状線通整備事業用地購入費として、5,76

3万8,279円購入しております。筆数にいたしましては、26筆の購入をしております。

次に、実績報告書48ページです。

22節 補償・補填及び賠償金でございます。都市計画道路環状線通整備事業支障物件移

転補償費 2億1,202万6,037円でございます。これは、都市計画道路工事に伴う補償とな

っております。契約件数につきましては、13件となっております。

次に、3目 都市計画整備費でございます。9節 旅費 普通旅費 38万3,180円、主な

出張先は札幌市でございます。11節 需用費 地中引込用設備埋設補修費として、197万2,

512円、これにつきましては駅前通の電線類地中化に伴う民地引込管の補修ということで、

9件行っております。次に、12節 役務費 観光交流センター建築確認手数料として、6万

1,000円、これは建築確認申請に伴う印紙代でございます。

13節 委託料 新幹線高架下整備実施設計等業務委託料 488万1,600円、観光交流セン

ター建設工事工事監理委託料として50万円、これは前払い分です。

次に、15節 工事請負費でございます。ＪＲ木古内駅東側駐車場整備事業駐車場整備事

業費として、1億730万8,800円、面積は415㎡としてＥＰＳ軽量盛土の施工をしております。

次に、道路照明・シェルター整備事業として、1,331万6,400円、道路照明6基を整備し

ております。次に、観光交流センター整備事業建設工事等といたしまして、1億33,37万6,

000円、これは建設工事等の前払い分ということです。

17節 公有財産購入費 ポケットパーク整備事業用地購入費として、487万8,820円、用

地面積129.14㎡を購入しております。

19節 負担金補助及び交付金でございます。地中引込用設備埋設補修負担金として、41

万7,767円支出しております。これにつきましては、駅前通の電線類地中化に伴う埋設負

担金として北海道へ払っております。メーターだいたい454円となっております。延長は4

60ｍ×往復なので2ということで、約920ｍになっております。

次に、都市計画関係の歳入を説明させていただきます。

決算書13ページ、実績報告書13ページをお開きください。

12款 使用料及び手数料、2項 手数料、1目 総務手数料、1節 総務手数料でござい

ます。都市計画図等交付手数料として35件のうち、都市計画分は2件で、1,000円となって

おります。

次に、決算書15ページ、実績報告書15ページをお開きください。

13款 国庫支出金、2項 国庫補助金、4目 土木費補助金、1節 都市計画費交付金で

ございます。このうち、街路事業交付金現年分 1億7,654万5,405円、繰越分 1,819万5,
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840円、まちづくり交付金として6,798万5,000円、繰越分として4,536万円、駐車場整備事

業交付金として、3,629万4,000円を歳入として受けております。これは、歳出でご説明い

たしました各工事費における交付金となっております。

次に、決算書15ページ、実績報告書18ページをお開きください。

14款 道支出金、3項 道委託金、5目 土木費委託金、2節 都市計画費委託金 都市

計画事務委託金として5,600円を歳入で受けております。これは、道営住宅の建設に伴う

開発許可の事務手数料となっております。

次に、決算書24ページ、実績報告書21ページをお開きください。

5項 雑入、1目 雑入、4節 雑入です。都市計画担当分は、まちづくり新幹線課のう

ち下段から三つ目、旧佐女川1線機能補償金 5,688万9,000円です。これは、北海道新幹

線建設に伴う公民館前の佐女川1線の廃止に伴う、鉄道運輸機構からの機能補償のお金と

なっております。以上です。

吉田委員長 歳出歳入の説明が終わりました。

質問を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 それでは、ないようなので、まちづくりグループは終わりですね。

それでは、次に新幹線のほうにいきます。

畑中主査。

畑中主査 まちづくり新幹線課新幹線振興室の畑中です。よろしくお願いいたします。

私のほうからは、新幹線推進費、広域観光推進費について、ご説明させていただきます。

それでは、歳出から説明させていただきます。

決算書30ページ、実績報告書28ページ、説明資料の82ページをお開き願います。

2款 総務費、1項 総務管理費、6目 新幹線推進費についてご説明いたします。

9節 旅費になります。こちらは普通旅費 107万7,100円となっております。内容とし

ましては、北海道新幹線木古内駅開業プロモーション活動や道庁、今別町などとの打合せ

等による職員旅費となっております。

続きまして、11節 需用費になります。こちらは、説明資料の82ページに記載しており

ます。主なものとしましては、新幹線開業ＰＲに伴うお米、うちわ、ポケットティッシュ

などのノベルティ、また開業ＰＲチラシなど作成してございます。

続きまして、13節 委託料になります。新幹線開業啓発委託料として、99万3,600円とな

っております。こちらは、新幹線開業1年前企画としまして駅前に設置しております、道民

が待ちわびるメッセージ付カウントダウンボードの製作に係る委託費となっております。

続きまして、19節 負担金補助及び交付金です。2段目の北海道新幹線木古内町負担金と

なります。こちらは、9,004万8,869円となっております。北海道新幹線建設工事に係る木

古内町の関係工事分といたしまして、路盤工事、軌道工事、建設工事等などで、合計額が

27億146万6,087円となっております。このうちの木古内町負担分、30分の1、9,004万8,86

9円が当町の負担となっております。

また、この負担金ですが例年と同様に、3月の年度末ぎりぎりで負担金額が確定いたしま

すので、今年度におきましても、約1,760万円ほどの不用額となっております。

同じく負担金の3段目になります。北海道新幹線木古内駅開業記念事業実行委員会補助金
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98万1,372円となっております。こちらは、木古内町長が実行委員長となっております、

北海道新幹線木古内駅開業記念事業実行委員会に対する補助金となっております。昨年12

月に開催しました北海道新幹線の試験走行セレモニーなどの事業を実施しております。

新幹線推進費については、以上となります。

続きまして、同じく決算書30ページ、実績報告書28ページ、説明資料82ページとなりま

す。

2款 総務費、1項 総務管理費、7目 広域観光推進費についてご説明いたします。

主なものとしましては、7節 賃金になります。こちらにつきましては、観光交流センタ

ー事業推進員の賃金としまして、68万1,172円、広域観光スタッフはやぶさ03の賃金として、

419万600円となっております。

続きまして、8節 報償費になります。こちらにつきましては、講師謝金 10万円となっ

ております。本年2月2日に、当町の観光大使に就任された奥田政行シェフをお招きしまし

て、翌日の2月3日にＪＡ木古内支店の女性部、または木古内商工会と協同で、木古内食の

フェスタを開催しております。奥田政行シェフにつきましては、その際に料理の振る舞い

等をお願いしており、その講師謝金として支出しております。

続きまして、9節 旅費になります。こちらは、普通旅費 148万7,250円となっておりま

す。内訳としましては、観光交流センター・広域観光の事務打ち合わせ、先進地視察、広

域観光のプロモーションなどの旅費となってございます。

続きまして、11節 需用費となります。こちらは、説明資料の82ページに記載しており

ます。消耗品費としまして、106万9,137円となっております。こちらは、昨年12月に開催

しました試験走行セレモニーの際に活用しました大型のぼり・バックパネル、また本年2月

に開催しましたきこない食のフェスタで使用したパネル等に係る費用となっております。

また、印刷製本費 47万3,580円につきましては、日本一小さいまちキャンペーンのチラ

シや、開業リーフレットなどを作成した費用となってございます。

続きまして、13節 委託料になります。こちらにつきましては、広域観光コーディネー

ト業務委託料 139万1,040円となっております。広域観光スタッフのはやぶさ03に対しま

して、広域観光における企画・活動支援を行っていただくため、専門知識を有する業者へ

の委託料となっております。主な内容としましては、9町の観光情報を発信するホームペー

ジの作成、それに伴う取材活動、また9町の観光コースを企画立案して、旅行会社に提案を

するなどの活動を行っております。

同じく委託料の地域おこし協力隊募集等に係るコーディネート業務委託料、こちらは11

9万8,800円となっております。こちらにつきましては、昨年の3月末で退職されました観光

交流センター開業準備マネージャーの後任を募集するための業務委託料となっております。

続きまして、14節 使用料及び賃借料となっております。こちらにつきましては、車借

上料 24万円、はやぶさ03が活動を行う中での自家用車、そちらの借上料として支出して

おります。

また、通信機器借上料 26万3,888円、こちらにつきましては、はやぶさ03と観光交流セ

ンター事業推進員の携帯電話の借上料として支出しております。

続きまして、19節 負担金補助及び交付金となっております。こちらにつきましては、

広域観光推進事業補助金 11万3,909円となっております。内容としましては、新幹線木古
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内駅活用推進協議会の活動に対する補助金となっております。事業の内容としましては、

9町を周遊する定期観光バス・路線バスの双方を利用できる周遊きっぷを活用しましたモニ

ター調査、また各町の魅力的な滞在型観光メニューのブラッシュアップ、道外へのプロモ

ーション活動などを行っております。

またこちらにつきましては、昨年と同様ですが、当初、この協議会につきましては、本

補助金で運営しておりましたが、北海道からの補助金が確定いたしまして、財源の一部が

確保されたことから、補助金の戻入を行っております。その補助金額の確定が3月の年度末

だったことから、約1,200万円の不用額となっております。

以上が、歳出の説明となります。

引き続き、歳入についてご説明いたします。

決算書24ページ、実績報告書21ページをお開き願います。

19款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、4節 雑入になります。まちづくり新幹線課の下

から2段目になります。いきいきふるさと推進事業助成金 100万円です。こちらにつきま

しては、先ほど歳出でご説明いたしました、新幹線推進費におけます9節 旅費、11節 需

用費、19節 負担金補助及び交付金における新幹線開業ＰＲ等に要する経費に対しての助

成金となっております。

続きまして、同じくまちづくり新幹線課の一番下になります、雇用保険繰替金 2万4,3

58円になります。こちらにつきましては、はやぶさ03と観光交流センター事業推進員の雇

用保険の本人負担分となっております。

以上で、新幹線振興室所管の歳出歳入の説明を終了いたします。よろしくお願いいたし

ます。

吉田委員長 ただいま歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。

平野委員。

平野委員 大事な部署ですし、何も質問もないのもあれですから、数字については特にな

いのですけれども、この平成26年度の予算編成をする際に、様々な開業啓発用グッズある

いは様々なイベントを開催する際に、新幹線開業に向けた町民への意識の高揚というのが

大変課題だったと思います。この平成26年度の様々なグッズ、イベントを開催することに

よっての町民の意識の高揚がどの程度図られたのか。あるいは、まだまだ足りないと思う

のであれば課題として残ったと思いますので、平成27年度はその部分についてどのように

取り組んでいるのか、現状をお知らせいただきたいと思います。

吉田委員長 畑中主査。

畑中主査 平成26年度につきましては、ノベルティ等を沢山作らせていただいております。

そちらにつきましては、町内外での活用をしておりますが、昨年度平成26年度につきまし

ては、町内におきましては5月24日に新幹線高架橋のレールウォーク、また12月2日におき

ましては、北海道新幹線の試験走行の歓迎セレモニーというイベントを開催させていただ

いております。そういった中で、同様にノベルティ等を配布して、町内におきましてもＰ

Ｒ、気運の醸成等に努めているところでございます。

また、平成27年度につきましては、より気運の醸成を図るために開業実行委員会が中心

となりまして、7月の木古内駅まつり、また9月には木古内フードバトルということでのイ
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ベントも予定しております。

また、現在駅前の街路灯へのフラッグの掲示、そういった取り組みなども行っていると

ころです。

吉田委員長 福田課長。

福田まちづくり新幹線課長 昨年から取り組んでおりますイベント、事業関係ですけれども、

例えばレールウォークなり歓迎セレモニーに対する町民の参加の状況等を見ますと、定員

オーバーのような状況で、大変関心は持っていただいているだろうなというふうに思って

おります。

また、カウントダウンボードの今年度設置等も行い、北海道知事何かも来庁されており

ます。これらのイベント等を見ましても町民の方々においても、新幹線開業という意識と

いうものは、確実に根付いているというふうに感じております。

また今後、いま申し上げましたとおりフードバトル、それから開業当日までに様々なイ

ベント周知等も図ってまいりますので、これから益々開業に向けた町内の気運というもの

は、高まってくるものというふうに認識してございます。

吉田委員長 丹野室長。

丹野新幹線振興室長 先ほど畑中主査のほうからイベントのお話があったかと思いますが、

その話を説明した趣旨というのは、春のイベントですとか今回の秋のイベントもそうです

けれども、春何かの駅まつりを見ていただければおわかりかと思うのですが、多くの町民

のかたに参加をしていただいております。

それから、チャレンジ149アクションという開業記念事業の実行委員会で、冠を付けてい

ただく事業を取り組んでおりますけれども、これも8月の中旬の時点でもう100を超えてい

るという状況。

それと、それにつきましては教育委員会、小学校、中学校、郵便局、その他多くの町内

の関係機関にご協力をいただきながら盛り上げてきたという状況にございますので、全戸

配布のステッカーも含めまして、町内を見ていただければ新幹線の開業で盛り上がってい

る姿というのは、自ずとわかるのではないかなというふうに思っています。

吉田委員長 ほか。

鈴木委員。

鈴木委員 鈴木でございます。

ステッカーの支出の項目がちょっと私見てもわからなかったのですけれども、どこの部

分の予算でステッカーを作られたというのと、先ほど平野委員からもお話がありました、

町民の新幹線に向けてのどうだという部分で、私も思ったより新幹線のステッカーを貼っ

ている住宅が多いなという認識は最近あります。個人的な意見ですけれども、一応そうい

うことでございます。

吉田委員長 丹野室長。

丹野新幹線振興室長 開業のステッカーについては、今年度の事業になりますので、決算

には載っていないので、申し訳ございません。

吉田委員長 ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、まちづくり新幹線課の審査を終了いたします。
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どうもお疲れ様でした。

昼食のため1時まで、暫時、休憩をいたします。

休憩 午前11時57分

再開 午後 1時00分

（4）保健福祉課

吉田委員長 それでは、午前中に引き続き、会議を再開いたします。

保健福祉課の審査を行います。担当課長より説明員の紹介並びに平成26年度決算のなか

で、特質した内容や事業概要についてございましたら、お願いをいたします。

名須賀課長。

名須賀保健福祉課長 保健福祉課の出席職員を紹介させていただきます。

高村主査になります。阿部主査になります。総務・経済常任委員会のほうで尾坂主幹は

出席しておりますので、省略をさせていただきます。

保健推進グループの決算項目は、民生費の保健福祉総務費、障害区分認定審査会費、福

祉施設管理費、衛生費の保健衛生総務費、予防費、保健活動となっております。

平成26年度は、小中学生インフルエンザ予防接種の無料化を行っております。

また、高齢者の肺炎球菌ワクチンの接種の助成を行っております。

また、第52回北海道障害者スポーツ大会のバスケットボール競技を当町で行っておりま

す。

次に、介護福祉グループの決算項目は、一般会計の民生費の老人福祉費、在宅介護支援

費と介護保健事業特別会計全部と介護サービス事業特別会計全部となっております。

介護福祉グループは、地域包括支援センターの運営、在宅支援センターの運営、渡島西

部四町の介護認定審査会共同設置業務を行っております。昨年度は、第6期老人福祉計画

・介護福祉計画の策定をしております。

資料番号2、決算審査特別委員会説明資料の58ページから81ページまでが保健福祉課の

分となっております。

詳細につきましては、保健推進グループ所管につきましては、尾坂主幹より説明させて

いただきます。

吉田委員長 それでは、早速審査に入ります。

説明については、決算の中で不用額として大きいものや、前年度の相違のあるものを主

として行ってください。スピーディーな審査を行うために、経常経費については、説明を

省略してもよろしいです。

なお、資料が提出されている場合は、決算書並びに決算実績書と重複しないよう、資料

を有効に活用して進めてくださることをお願いいたします。

あと、実績書・決算書・資料のページ数についてはなるべく大きい声で、ページ数を言

った時に少し時間を空けてください。皆さん、準備をするのがありますので、よろしくそ

の辺注意をしながら説明をお願いします。

それでは早速、尾坂主幹のほうから。
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尾坂主幹。

尾坂主幹 それでは、平成26年度決算審査の説明をさせていただきます。

保健福祉課保健推進グループ所管の決算についてですけれども、説明については決算書

と実績報告書がそれぞれありますが、実績報告書のほうを主に説明したいと思いますので、

よろしくお願いします。

それでは、歳出から説明します。決算実績報告書34ページをお開きください。

3款 民生費、1項 社会福祉費、5目 保健福祉総務費です。保健福祉総務費は、予算額

1億7,307万5,000円に対し、決算額 1億7,036万8,910円で、執行率は98.4％となってお

ります。

節ですが、8節 報償費から13節 委託料については、例年とおりの執行となっています。

実績報告書35ページになります。

15節 工事請負費ですが、健康管理センター玄関前ひさしの防水層の立ち上げ部分が経

年劣化によって損傷しております。そのため、雨漏りがするため部分改修を行っておりま

す。

続きまして、 19節 負担金補助及び交付金ですが、だいたいの負担金は例年とおりの執

行の負担金なのですが、真ん中くらいにあります、はあと地域共同作業所利用負担金 27

万7,872円ですが、26年度は2名の利用がありましたので支出をしております。

続きまして、課長のほうからも説明がありましたが一番下のほうに、第52回北海道障害

者スポーツ大会負担金 23万4,593円を執行しております。この大会は、全道の振興局を持

ち回りで開催しています。平成26年度は渡島が開催地となりまして、開催に要する負担金

となっております。

続きまして、20節 扶助費になります。扶助費についても障害者のかたが利用するサー

ビスの給付費で、例年とおりの執行となっております。その中で一番下になりますけれど

も、障害者サービス等利用計画作成費 20万3,262円ですけれども、これは障害者福祉サー

ビスを利用する障害者のかたは、町のほうにサービス等利用計画を提出の義務づけがされ

ました。それによって、その作成するための事業所が作るのですけれども、その作成した

事業所に支払うための作成費となっております。

それと、扶助費全体で不用額が約210万円ほどあるのですけれども、これに関しては3月

定例会で不足額を見込んだのですけれども、その追加した分が請求された金額が少なかっ

たことによって、こういう210万円ほどの不用額が発生しております。

続きまして、実績報告書36ページをお願いします。

9目 障害支援区分認定審査会費になります。予算額 28万7,000円、決算額 27万963円

で、執行率94.4％となっております。

1節及び9節 旅費なのですけれども、前年より金額は減っております。これは、審査回

数が減ったためによる減になっております。11節、12節については、例年どおりとなって

おります。

続いて、10目 福祉施設管理費になります。10目 福祉施設管理費に関しては、予算額

820万3,000円、決算額 789万7,338円、執行率96.3％です。

福祉施設管理費については、旧老健施設で1階の高齢者交流センター、地域活動支援セン

ターと、2階・3階の杉の木の施設管理費になっています。この執行は例年どおりとなって
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おります。

続きまして、実績報告書38ページをお願いします。

4款 衛生費、1項 保健衛生費、1目 保健衛生総務費です。保健衛生総務費の予算額

4億6,866万2,000円、決算額 4億6,857万4,067円で、執行率は100％になっております。

11節 需用費ですけれども、この需用費に関しては道南ドクターヘリ離発着場看板製作

費を作るために補正し、16万4,776円支出しております。この看板というのは、冬期間ドク

ターヘリが離発着に使うサラキ岬に一般車両が進入して妨げにならないよう、進入を制限

するための看板になっております。

続きまして、19節 負担金補助及び交付金ですけれども、26年度からは道南ドクターヘ

リの運航経費108万6,000円を支出しております。その他の節に関しては、支出はありませ

んでした。

次に、実績報告書39ページになります。

2目 予防費の予算額ですが、1,640万7,000円、決算額は1,378万9,258円で、執行率は8

4％です。

9節 旅費、11節 需用費、12節 役務費、16節 原材料費については、例年とおりの執

行となっております。

13節 委託料ですけれども、課長の説明にもありましたが、昨年10月から高齢者の肺炎

球菌ワクチンが定期接種になりまして、これも補正で追加し、303万992円を支出しており

ます。

また、町単独事業で乳幼児は無料でしてきました、乳幼児インフルエンザワクチンを昨

年度から小中学生にも拡大しまして、無料実施しました。これによってインフルエンザの

予防接種の費用は、前年より増となっております。

また、委託料の不用額が全体で250万円となっていますが、主なものは高齢者肺炎球菌ワ

クチンの不用額が約170万円、あと予防接種費用が約51万円円となっております。

本来3月で見込んで精査するべきだったのですが、高齢者の肺炎球菌ワクチンに関しては

昨年からはじめ、また対象者全員にやってほしいということもありまして、この高齢者の

肺炎肺炎球菌ワクチンに関しては、減額せずそのままの予算で執行しております。そのた

め、この170万円という不用額が発生しております。

続きまして、40ページの4目 保健活動費になります。

4目 保健活動費は、予算額 44万2,000円、決算額 40万5,064円で、執行率は91.6％に

なっております。

8節 報償費ですが、昨年は健康教室を開催し、講師謝金 1万円を支出しております。

他の節については、例年どおりの執行となっております。

続きまして、少しページが飛びますが、実績報告書60ページをお願いします。

13款 諸支出金、1項 還付金、1目 過誤納還付金、23節 償還金利子及び割引料です。

償還金利子及び割引料で、保健推進の関係に関しては、節の下のほうにあります平成25

年度障害者自立支援給付費道費負担金返還金 2万4,977円、平成24年度障害者自立支援給

付費国庫負担金返還金 17万9,221円、それと平成24年度感染症予防事業費国庫負担金返還

金 26万3,000円になります。

これは、交付された負担金が決定額を超過していたため、返還したものです。
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以上で、歳出の説明を終わります。

吉田委員長 歳入に入ってください。

尾坂主幹。

尾坂主幹 それでは引き続き、歳入について説明したいと思います。

実績報告書12ページをお開き願います。

11款 分担金及び負担金、1項 負担金、1目 民生費負担金 61万5,250円につきまして

は、4町で共同設置している障害支援区分認定審査会の負担金になります。

続いて、実績報告書14ページをお願いします。

13款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 民生費負担金、1節 社会福祉費負担金のう

ち、障害者自立支援医療費 869万4,300円と介護給付・訓練等給付費負担金 7,387万8,0

00円が保健推進所管になります。この歳入は、歳出の保健福祉総務費、扶助費の医療費や

給付費に充てられる負担金になります。

続いて、2目 衛生費負担金、1節 保健衛生負担金の交付は1万6,560円となっておりま

す。

同じく14ページで、2項 国庫補助金、1目 民生費補助金、1節 社会福祉費補助金のう

ち、障害者自立支援補助金 104万5,000円が保健推進所管の補助金になります。障害者の

かたの日常生活に必要な生活用具の給付に対する国の補助金になります。

続きまして、2目 衛生費補助金、1節 保健衛生補助金 疾病予防対策事業費補助金

17万1,000円が保健推進の所管になります。

続いて、実績報告16ページになります。

14款 道支出金、1項 道負担金、1目 民生費負担金、1節 社会福祉費負担金ですが、

障害者自立支援医療費 367万5,000円と障害者介護給付・訓練等給付費 3,776万3,000円

が障害者関係の負担金になります。この負担金も先ほど説明した国と同様で、保健福祉総

務費の扶助費の中の医療費と給付費に充てられる負担金になります。

続きまして、2項 道補助金、2目 民生費補助金、1節 社会福祉費補助金で 障害者自

立支援補助金 53万円が保健福祉課所管の補助金です。この補助金も障害者のかたが、日

常生活用具に対する補助金になります。

次に、実績報告書17ページをお願いします。

3目 衛生費補助金、1節 保健衛生費補助金 14万9,240円に関しては、肝炎検査、骨粗

鬆症等の検査等の補助金と自殺対策の研修会等への参加の補助金になります。

次に、実績報告21ページをお願いします。

19款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、3節 雑入ですが、下段の保健福祉課となってい

る717万2,531円が保健福祉課所管の雑入となっております。

保健福祉課所管の雑入ですが、中段のほうに記載されています、障害者福祉サービス計

画相談支援給付費 5万5,410円これについては、木古内町指定特定相談支援事業所が障害

者のかたのサービス利用計画を作成した作成料を雑入で受けております。これは、先ほど

歳出で説明しました障害者のかたが福祉サービスを利用するには、計画相談を町のほうに

提出しなければならないのですが、その計画の作成料になります。この5万5,000円という

のは、木古内町の事業所が作成した分の3件になります。

ほかの支出に関しては、各町に相談支援事業所がありますので、そちらで作成して、そ
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ちらのほうに作成料を支払っています。

また、北海道障害者スポーツ大会に関係した雑入では、いきいきふるさと推進事業助成

金 11万7,000円を雑入で受けています。

また、スポーツ大会の運営費を函館市の事務局から入金するために開設した口座がある

のですけれども、その口座を解約した解約利子14円も雑入に入っております。

その他については、例年どおりとなっております。

以上で、歳入歳出の説明を終わらせていただきます。

吉田委員長 それでは、保健推進の関係の歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。

平野委員。

平野委員 1点・2点ほど、ちょっといま説明聞き取れなかったものですから、ちょっと確

認をしたいのですけれども。衛生費の予防費の不用額の総体の252万円と載っているのです

けれども、高齢者肺炎球菌ワクチンが補正で組まれて総体の予算とかちょっといまその資

料を持っていなかったものですから、いまの説明の中で不用額が100何十万とちょっと聞こ

えたのですけれども、これ資料を見ると33％の接種率になっていて、100名分全員分の予算

を組んだうち100数十万が不用額だとしたら、この接種率に対しての割合がちょっと合わな

いと思うので、その辺の数字をちょっと。予算がいくらで、先ほど言われた不用額がもう

一度いくらで、全体の100％の受診に対してこの33％に対しての不用額の割合をちょっと詳

しく説明していただきたいのが1点。まずその1点だけ先に聞きます。

吉田委員長 尾坂主幹。

尾坂主幹 高齢者肺炎球菌ワクチンですが、昨年471万円補正をしております。執行額が3

03万8,992円、不用額が167万1,008円となっております。接種者が全員で607人、接種して

おります。いま1,800人の対象者に対して、高齢者のインフルエンザワクチンの接種が約だ

いたい50％ということで、50％の900人。それにいままで接種したかたを除いた分の人数で

予算計上しておりますので、予算を取った人数と執行した人数でいくと、平野委員が言っ

たような33％ではなくてもう少し上がると思いますが、1,800人の607人でいけば33％とい

う率になるかもしれません。

吉田委員長 平野委員。

平野委員 それと別件ですけれども、実績報告書35ページの障害者サービス等利用計画作

成費が予算約90万円を組んでいて20万円で収まっているのですけれども、この利用計画書

を作成するにあたって予算に対しての約2割くらいで済んだという内容についてちょっと確

認をいたします。

吉田委員長 尾坂主幹。

尾坂主幹 当初、障害者のかた全員分の計画を作成しなければならないと言われていたの

ですが、障害者のかたの認定期間というのが3年ごとに更新されるのですけれども、26年度

はその中の20何名だけ。すみません、ちょっと人数をいま掴めないのですけれども、全員

ではなくてその中の16ぐらいだったと思うのです。その人達の分の作成をすれば済んだと

いうことが執行額が低かったのと、いま順次今年度もいままで作ったいなかった人の利用

計画も作成し、新たにことし3年間の認定期間が終わる人には順次いまも作成して、この計

画の作成料は支出しております。
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（「休憩」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後1時26分

再開 午後1時27分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほかに。

新井田委員。

新井田委員 ちょっと一つお伺いしたのですけれども、一応先ほどの平野委員とちょっと

被る部分はあると思うのですけれども。支出の委託料で先ほど高齢者肺炎球菌ワクチン30

0万円云々ということで計上されておりますけれども、これはいわゆる補助した金額ですよ

ね。補助というか支出した金額ですよね、これは。39ページです。要するに、当然収入の

部というのはちょっと私はよく理解していなかったのだけれども、当然負担金があるわけ

で、1,000円の負担金を取っていますよね、高齢者の。ちょっとその辺もう1回教えてくだ

さい。

吉田委員長 尾坂主幹。

尾坂主幹 いま新井田委員の質問なのですけれども、高齢者肺炎球菌ワクチンのこの費用

に関しては、5,000円が接種費用になります。本人負担が1,000円、4,000円の部分を医療機

関に支払います。1,000円に関しては、各個人が医療機関に支払いますので、歳入は発生し

ません。

吉田委員長 ほかにございませんか。

佐藤委員。

佐藤委員 道南ドクターヘリの関係で、38ページの運航経費の負担金なのですが、負担割

合の根拠は説明資料に載っていますか。

吉田委員長 それは、常任委員会で説明済みなので。

ほかにございませんか。

鈴木委員。

鈴木委員 鈴木でございます。

実績報告書の歳入、子宮がんの2件と乳がんの1件、そして39ページの歳出の乳がん・子

宮がん委託料 174万8,577円。こちらの歳入歳出を見て実績の表を見たのですけれども、

ちょっと個人的に子宮がんの実施数だったりちょっとわかりづらい部分があるので、もう

ちょっと詳しく説明していただければなと思ったのですけれども。説明資料の62ページで

ございます。ここの実施数がこちらの実績報告書と照らし合わせてちょっと数字がわから

ない部分がありましたので、ちょっと全体的にもう一度説明のほうをしていただければと

思います。

吉田委員長 人数の部分なのですよ。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 暫時、休憩をいたします。
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休憩 午後1時31分

再開 午後1時33分

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ただいまの鈴木委員からの質問について、先ほど休憩の中での答弁をもう一度尾坂主幹、

お願いします。

尾坂主幹。

尾坂主幹 鈴木委員さんの質問ですけれども、歳入の21ページの雑入の中の子宮がん・乳

がんのその人数と、資料の62ページの検診人数が合わないということですが、雑入の人数

に関しては北海道対がん協会が9月にバスで町のほうに来まして、その時に受診した人数が

雑入の人数になっております。資料の人数に関しては、26年度中に受診したかたの総体の

人数ということでご理解をお願いします。

吉田委員長 ほかに。

平野委員。

平野委員 委託料、検診の総体的部分なのですけれども、予算に対して歯科検診以外は全

て予算額よりもマイナスということで、これは毎年の予算委員会の中でもそうなのですけ

れども、何とか受診率を上げていこうということで課題になっているのですけれども、そ

の中で広報の折り込みやその他告知については、いままでよりは一生懸命担当課としては

頑張られているのかなというのは目に見えるところではありますが、実際の受診量につい

てはそこまで上がっていないのかなという感想も受けます。それぞれの予算に対してここ

までどれも届かなかったというのは、当初予算が頑張ろうということで高めに設定をして

ここに届かなかったのか、それとも一生懸命取り組みはしたけれども、全然目標数値に及

ばなかったその理由というのか見解があればそこの部分をお伺いしたいのと、もう1点がこ

の田舎特有と言うのですか。地元の医療機関で検診をした際に、これはあってはならない

ことだと思うのですけれども、そのかたの病気が判明した際の個人情報が流れてしまうと

いう苦情が一部のかたから複数名聞かれたことがあります。このことについては、そうい

う情報は入っているか入っていないかわかりませんけれども、あってはならないことだと

思いますので、各医療機関と連携して担当課から当たり前のことなのですけれども、その

ような情報漏れがないように、しっかりと伝えていただきたいというお願いです。これに

ついてもきちんとした形で返事をいまいただきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。

吉田委員長 尾坂主幹。

尾坂主幹 まず受診率の関係なのですけれども、毎年指摘を受けているのですが、予算に

対して執行率が低いということなのですが、保健師さんとかは頑張って受診勧奨はしてい

るのですけれども、それが足りないと言われれば足りないでしょうし、もっと頑張る部分

があるのではないかと言われればそうかもしれません。ただ、何もしていないというわけ

ではないのですけれども、その見解に関してはどう捉えるかということになると思います。

原課の中では一生懸命はやっているとは思うのですけれども。

また、いまはまだ実施はしていないのですけれども、いまがん検診の勧奨で新しい試み
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というかがんを受診しましょうということで、いまパンフレットを作りまして、それを40

・50・60とか節目、節目のかたにがん検診の受診勧奨を行うというのをいま今年度ですけ

れども、そういうこともやってみようといまそのパンフレットを作成している最中です。

私からは以上です。

吉田委員長 名須賀課長。

名須賀保健福祉課長 いま平野委員からお伺いして、はじめてお聞きいたしました。もし

そういうことがあるとすれば、大変なことだと思っております。ですので、これから医療

機関等を確認して、個人情報保護に関して十分伝えて確認し注意し、漏れないように伝え

ていきたいと思っております。

吉田委員長 ほかに。

新井田委員。

新井田委員 私は別に総括をとるわけではないですけれども、たまさか資料の中で人口の

推移という表が付いていますよね、とっ始めに。これを見ますと、やはり20年からの人口

減の推移が出ています。あるいは、死亡の部分もそうですし出生の部分もそうです。こう

いう資料を見た中でいきますと、これは保健福祉だけではなくて全般考えなければいけな

い部分は多々あると思うのですけれども。こういう状況の中で、やはりいま同僚委員から

も言われたように、どんどん人口が減っていく中でいろんな要素はあると思うのですけれ

ども、さらなるやはり保健的な福祉も含めた充実を図っていくと。いわゆる住民サービス

を徹底していくと。これがやはり地域包括を含めてそういう部分につながるというような

ことだと思うのですけれども、所管としてこういう状況を見た中で、今後どんなふうな対

応、あるいは事業展開をしていくのか。もしこの場でお聞きできるのであれば、こういう

方向でいきたいということであれば、ちょっとお聞かせをお願いしたいのですけれども。

吉田委員長 名須賀課長。

名須賀保健福祉課長 いま新井田委員さんの人口減少のどのように取り組むかということ

なのですけれども、保健福祉課としてまず予防接種に対してはほとんど完全に実施してい

きたいと。60ページにあるように、小さなお子様のいろんな三種混合とかありますので、

そういう予防接種事業等にも力を入れていきたいと思っております。

高齢者事業に関しても、地域で安心して住んでいただけるよう、地域包括ケアシステム

構築に向けて努力していきたいと思っております。

吉田委員長 ほかに。

鈴木委員。

鈴木委員 先ほどの質問の関連になるというか最後にお願いごとだったのですけれども、

一応こちらの実績報告書と説明資料、ほかの項目・内容に関しましては数字等もきちんと

入って見やすかったと思うのですけれども、先ほど質問をさせていただいた内容等の部分

を中心に、ちょっとこちらの実績報告書からつながりの関連の部分でわかりづらい部分が

ございますので、できれば今後勘違いしない私の勉強不足もあるのですけれども、できる

だけ同じような項目の名前が出てきているものに関しましては、わかりやすい資料作りの

ほうを今後ともよろしくお願いいたします。以上でございます。

吉田委員長 これは、要望ですので。

ほかに。
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（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次にまいります。

次は、介護グループです。

阿部主査。

阿部主査 介護福祉グループの阿部です。よろしくお願いします。

それでは、一般会計の歳出から説明をさせていただきます。

決算書36ページをお開き願います。実績報告書は33ページになります。

3款 民生費、1項 社会福祉費、3目 老人福祉費、予算額 1億9,735万6,000円、決算

額 1億8,606万3,216円、執行率94.3％となっております。

4節の共済費と7節の賃金については、屋根の雪下ろし等助成事業事務にかかる1人分の人

件費となっております。

11節の需用費で、4万9,998円の執行額の中で、食糧費が9,971円ございます。これについ

ては、はつらつ演芸会の出演者のお茶代等となってございます。

13節 委託料 3,317万4,439円の執行額につきましては、除雪サービス事業、訪問・外

出支援サービス事業、生きがい活動支援通所事業、医療機関等送迎バス運行事業、緊急通

報システム更新に係る費用となってございます。

18節 備品購入費につきまして、164万8,149円の執行額がございます。これについては、

福祉訪問車両購入費用ということで、この車両については65歳以上の一人暮らしの高齢者

等に対し、訪問・移送サービスを実施してございますが、使用していた車両が16年間使用

しているということで、老朽化が激しかったため、車両の購入が必要になったものでござ

います。なお、財源につきましては、地域の元気臨時交付金基金を充当してございます。

19節 負担金補助及び交付金です。予算額 6,450万7,000円に対し、執行額 5,794万5,

642円、繰越明許 585万円でございます。これにつきましては、国の補正予算による地方

創生先行型交付金で町の独自施策として、介護従事者待遇改善事業を翌年度に繰り越しし

てございます。

不用額で71万1,358円ございますが、介護認定審査会共同設置負担金の精算による執行額

の減と、高齢者屋根の雪下ろし助成事業の件数が少なかったことによるものでございます。

そのほかの負担金については、前年と同じ内容になっておりますので、省略いたします。

20節 扶助費です。ここも例年と同じなのですけれども、執行額は180万7,697円、養護

老人ホーム入所者1名に対する措置費でございます。

28節 繰出金です。介護保険事業特別会計繰出金 予算額 1億579万1,000円に対しまし

て、執行額 1億203万8,408円、不用額は375万2,592円でございます。これについては、事

務費繰出金と、給付費繰出金の減によるものでございます。

次に、実績報告書34ページをお開き願います。

4目 在宅介護支援費です。予算額 121万5,000円に対しまして、決算額 107万4,884円、

執行率88.5％となってございます。内容については、前年と同じ内容でございます。

歳出については以上ですけれども。

吉田委員長 歳入に入ってください。

阿部主査。

阿部主査 歳入を説明させていただきます。
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決算書12ページをお開きください。実績報告書12ページをお開き願います。

11款 分担金及び負担金、1項 負担金、1目 民生費負担金です。1節で社会福祉費負担

金 決算額 74万8,800円とございます。これにつきましては、養護老人ホーム措置費負担

金ということで、先ほど歳出で説明した1人分の負担金ということになってございます。

決算書の14ページをお開きください。実績報告書も14ページをお開き願います。

12款 使用料及び手数料、2項 手数料、2目 民生費手数料です。1節 福祉手数料 決

算額が76万2,000円となってございます。除雪サービス手数料が61万円、生きがいデイサー

ビス手数料が15万2,000円となってございます。

次に、決算書17ページをお開き願います。実績報告書は16ページです。

14款 道支出金、2項 道補助金、2目 民生費補助金です。2節の老人福祉費補助金が3

1万1,840円となってございます。これについては、老人クラブの運営費補助金でございま

す。

次に、決算書24ページ、実績報告書21ページをお開き願います。

19款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、4節 雑入の保健福祉課所管部分のさらに介護福

祉グループ部分ですけれども、下のほうに雇用保険繰替金 5,302円とございますが、その

うち介護福祉グループ分は1,681円となっております。

その下の在宅サービスセンター管理収入については、24万844円となってございます。

以上でございます。

吉田委員長 歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。

平野委員。

平野委員 屋根の雪下ろし1万4,000円でしたけれども、雪が少なかったのでしたか。去年

は因みに、予算の時は当時2月現在で25件だったのですけれども、25年が何件で26年がこの

1万4,000円分の内訳は何件かちょっと教えてください。

吉田委員長 阿部主査。

阿部主査 ことしは、雪が確かに少なかったということで実績は1件しかありませんでした。

ただ、去年の実績は申し訳ないのですけれども、ちょっときょう持ってきていませんので、

すみません。

吉田委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、次にいきます。

阿部主査。

阿部主査 次に、介護保険特別会計について、歳出からご説明させていただきます。

それで、いままで決算書も決算実績書もなのですが、介護保険会計とサービス会計別冊

になっていたのですけれども、今年度から合冊といたしております。

決算書11ページをお開き願います。実績報告書は4ページをお開き願います。

1款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費です。予算額 3,331万1,000円に対し

まして、決算額は3,309万251円で、執行率99.3％となってございます。内容については、

例年と変わっておりませんので、省略いたします。

次に、2項 徴収費、1目 賦課徴収費、予算額 11万2,000円に対しまして、決算額 3
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万4,212円、執行率は30.5％となってございます。

次に、決算書12ページをお開きください。資料の75ページをお開き願います。

3項 介護認定審査会費、1目 介護認定審査会費、予算額 500万8,000円に対しまして、

決算額 449万1,897円で、執行率は89.7％となってございます。これは、75ページの資料

にありますように、4町の審査会を開催してございますが、年間を通して48回審査会を開催

してございます。

次に、実績報告書5ページをお開き願います。

2目 認定調査費です。予算額 514万7,000円に対しまして、決算額 480万2,360円、執

行率78.1％となっております。これにつきましても、例年と同様ですので、中身は省略い

たします。

決算書13ページをお開きください。

4項 運営協議会費、1目 運営協議会費です。予算額 4万3,000円に対しまして、決算

額 2万9,320円、執行率68.2％でございます。

平成26年度については、運営協議会は計画策定年ということで、運営協議会を3回開催し

てございます。

次に、2款 保険給付費、1項 保険給付費、1目 介護サービス等給付費です。資料につ

いては、68ページをご覧ください。資料68ページと69ページが給付費の資料となってござ

います。

予算額については、5億6,899万7,000円に対しまして、決算額は5億6,220万8,776円、執

行率98.8％となってございます。

次に、2項 高額介護サービス費、1目 高額介護サービス費です。予算額 1,758万8,0

00円に対して、決算額 1,758万7,013円、執行率100％となってございます。

3項 その他諸費、1目 審査支払手数料、予算額 49万5,000円に対しまして、決算額

48万2,390円、執行率97.5％となってございます。

次に、決算書14ページをお開きください。資料については、78ページから80ページでご

ざいます。

3款 地域支援事業費、1項 地域支援事業費、1目 介護予防事業費、予算額 847万4,

000円に対して、決算額 800万5,939円、執行率94.5％となってございます。

実績報告書6ページをお開きください。

2目 包括的支援事業費・任意事業費、予算額 1,673万8,000円に対して、決算額 1,6

44万319円、執行率98.2％でございます。

次に、決算書15ページ、実績報告書は7ページでございます。

4款 公債費については、決算額はございません。5款 諸支出金、1項 償還金及び還付

加算金、1目 第1号被保険者保険料還付金、決算額 24万9,700円となってございます。

次に、2目 償還金、23節 償還金利子及び割引料です。決算額 306万6,721円となって

ございます。これは、25年度分の精算による返還金でございます。

歳出の合計については、トータルで6億5,048万8,898円となってございます。

歳出については、以上です。

吉田委員長 歳入に入ってください。

阿部主査。
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阿部主査 歳入をご説明させていただきます。

決算書5ページ、実績報告書1ページをお開きください。資料については、70ページをお

開き願います。

1款 保険料、1項 介護保険料、1目 第1号被保険者保険料です。調定額 9,191万9,5

00円に対し、決算額 8,782万800円、執行率が97.1％で、収入率としましては95.5％でご

ざいます。

1節の現年分保険料としまして、8,758万5,000円、2節の滞納繰越分保険料が23万5,800円

となってございます。これについては、資料の70ページに詳細を記載してございます。

次に、資料の76ページをお開きください。

2款 分担金及び負担金、1項 負担金、1目 認定審査会負担金です。調定額 1,668万

4,068円に対して、決算額は同額で、執行率が95.2％、収入率は100％です。これについて

も76ページの資料で、人件費・管理費ですとか、4町のそれぞれの負担分を記載してござい

ます。

次に、3款 使用料及び手数料、1項 手数料、1目 督促手数料です。調定額 5万3,40

0円に対し、決算額 1万100円、執行率は40.4％です。収入率としましては、18.9％でござ

います。

次に、4款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 介護給付費負担金です。調定額 1億

219万4,488円に対して、決算額が1億219万4,488円、執行率は102.1％、収入率は100％でご

ざいます。

続きまして、決算書6ページをお開きください。

2項 国庫補助金、1目 調整交付金です。調定額 5,662万7,000円に対して、決算額は

同額、執行率としましては99.6％、収入率は100％でございます。

次に、2目 地域支援事業交付金です。これは、介護予防事業分です。調定額が145万9,

000円に対して、決算額も同額、執行率は100％、収入率も100％でございます。

3目 地域支援事業交付金で、こちらについては包括的支援事業と任意事業でございます。

調定額 461万440円、決算額は同額、執行率は100％、収入率も100％でございます。

次に、4目 介護保険事業費補助金です。調定額 148万2,000円に対し、決算額は同額で、

執行率は102.2％、収入率 100％となってございます。

5款 支払基金交付金、1項 支払基金交付金、1目 介護給付費交付金です。調定額 1

億6,991万6,186円に対して、決算額は同額でございます。執行率は99.8％で、収入率は10

0％でございます。

次に、決算書7ページ、実績報告書は2ページをお開きください。

2目 地域支援事業交付金です。調定額 131万7,000円に対しまして、決算額は131万7,

610円です。執行率は60.8％、収入率は100％となってございます。

6款 道支出金、1項 道負担金、1目 介護給付費負担金です。調定額 9,451万9,668円

に対して、決算額は同額で、執行率は102.3％、収入率は100％でございます。

次に、2項 道補助金、1目 地域支援事業交付金 介護予防事業分です。調定額 72万

9,500円に対しまして、決算額は同額、執行率は100.1％、収入率は100％です。

2目 地域支援事業交付金の中で、こちらについては包括的支援事業・任意事業です。

調定額 230万5,220円に対しまして、決算額は同額で、執行率、収入率とも100％でござい
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ます。

3項 財政安定化基金支出金、1目 交付金です。調定額 471万6,506円に対しまして、

決算額同額、執行率、収入率とも100％でございます。

これについては、財政安定化基金交付金ということで、平成24年から平成26年度までの

保険料の不足分の2分の1分を、北海道介護保険財政安定化基金より交付を受けてございま

す。この説明については、以前の説明でお金を借りる際ですとかにご説明している内容と

なってございます。

決算書8ページをお開きください。

7款 繰入金、1項 一般会計繰入金、1目 介護給付費繰入金、調定額 7,253万2,394円

に対しまして、決算額同額で、執行率99.3％、収入率は100％です。

次に、2目 地域支援事業交付金です。介護予防事業分です。調定額 72万9,500円に対

して、決算額同額、執行率は100.1％、収入率は100％です。

次に、3目 地域支援事業交付金の中でも包括的支援事業・任意事業です。調定額 230

万5,220円、決算額同額、執行率・収入率とも100％でございます。

4目 その他一般会計繰入金、これについては調定額 2,647万1,294円に対し、決算額同

額で、執行率は89.0％、収入率は100％です。

次は、2項 介護サービス事業勘定繰入金、1目 介護サービス事業勘定繰入金です。調

定額 388万560円に対して、決算額同額、執行率は108.1％、収入率は100％となってござ

います。

次は、決算書9ページ、実績報告書は3ページでございます。

8款 繰越金、1項 繰越金、1目 繰越金です。調定額 204万3,850円で、決算額同額、

執行率・収入率とも100％でございます。

9款 諸収入については、決算額は雑入のみとなってございます。

10款 町債、1項 財政安定化基金貸付金、1目 財政安定化基金貸付金です。調定額

1,200万円、決算額同額、執行率・収入率とも100％でございます。

この財政安定化基金貸付金につきましては、費用の不足見込額を北海道財政安定化基金

より借り入れをしてございます。この1,200万円の貸付金については、今後平成27・28・2

9の3年間で返還することとなってございます。

介護保険特別会計については、以上です。

サービス会計もございますが、どうしますか。

吉田委員長 サービス会計も皆さん、よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 阿部主査。

阿部主査 介護サービス事業会計について、引き続き説明をさせていただきます。

歳出からです。決算書5ページ、実績報告書2ページでございます。

1款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費、予算額 492万8,000円に対しまして、

決算額 491万1,280円、執行率99.7％でございます。

ここの内容については、旅費、需用費等例年と同様の内容となってございますので、省

略いたします。

歳入についてです。
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決算書4ページ、実績報告書1ページです。資料については、81ページをご参照ください。

1款 サービス収入、1項 介護給付費収入、1目 居宅介護サービス計画費収入、調定額

219万2,140円に対しまして、決算額同額、執行率99.9％で収入率は100％です。

1節 居宅介護サービス計画費収入が168件となってございます。

次に、2項 介護予防給付費収入、1目 介護予防サービス計画費収入ということで、調

定額 271万9,140円、決算額同額、執行率は99.5％で、収入率は100％です。これは、1節

介護予防サービス計画費収入が651件という実績となってございます。

歳入の決算額と歳出の決算額はそれぞれ同額と、サービス会計についてはなってござい

ます。以上です。

吉田委員長 ただいま介護保険事業特別会計並びに、介護サービス事業特別会計の歳入歳

出の説明が終わりました。

質疑を受けます。ありませんか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、それでは以上をもちまして、保健福祉課の審査を終了しま

す。お疲れ様でした。

次の課が準備できるまで、暫時、休憩をいたします。

休憩 午後2時13分

再開 午後2時25分

（5）議会事務局

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、議会事務局費について、審査を行います。

吉田局長。

吉田議会事務局長 説明員の紹介につきましては、省略をさせていただきます。

特記事項はありませんので、このあと西嶋主査より説明を行いたいと思います。よろし

くお願いいたします。

吉田委員長 それでは、審査に入ります。よろしくお願いします。

西嶋主査。

西嶋主査 それでは、議会費を歳出から説明いたします。

決算書26ページ、決算実績報告書23ページをお開き願います。

1款・1項・1目 議会費につきましては、予算額 4,601万円、決算額 4,551万724円と

なってございます。執行率は98.9％となってございます。なお、節に係る30万円以上の不

用額は発生してございません。

1節 報酬でございます。2,202万円、こちらにつきましては昨年と同額となってござい

ます。3節 職員手当等 738万5,875円、こちらにつきましても昨年度と同額となってござ

います。4節 共済費 1,126万3,173円、昨年と同様の支出でございます。7節 賃金 18

3万6,376円、非常勤職員の賃金となってございます。8節 報償費 20万6,000円、内訳に

つきましては実績報告書に記載のとおりで、主なものにつきましては研修会の講師謝金と
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なってございます。9節 旅費です。131万2,300円、例年と同様の支出でございます。

10節 交際費 17万3,193円、決算審査特別委員会資料の16ページに、交際費の支出内訳

を記載してございますので、内容の確認をお願いいたします。

続きまして、11節 需用費 51万5,097円、昨年とほぼ同額で、主なものといたしまして

は議会だよりの印刷製本費が主なものとなってございます。なお、食料費につきましては

説明資料の15ページ、前のページに記載されております。行政視察の分が多かったことに

よりまして、予定の2万円よりも若干2,000円ほど超過してございますが、需用費全体予算

内で調整して支出してございます。

13節 委託料です。13万5,000円、議場の音響設備にかかる保守点検委託料となってござ

います。14節 使用料及び賃借料 10万1,810円につきましては、フェリーの渡航料9万1,

880円、タクシー借上げ料といたしまして9,930円支出してございます。

18節 備品購入費 7万5,600円、ワイヤレスマイクの購入費用とＰＤＦ作成ソフトの購

入費用となってございます。

19節 負担金補助及び交付金 48万6,300円、昨年と同様となってございます。

続けて歳入に入ってよろしいでしょうか。

吉田委員長 はい。

西嶋主査。

西嶋主査 歳入につきましては、決算書23ページから24ページ、実績書報告書20ページを

お開きお願いいたします。

19款 諸収入、5項・1目・1節の雑入でございます。その中の議会事務局分といたしまし

て、非常勤職員の雇用保険繰替金9,182円と、情報公開に基づく資料のコピー料といたしま

して300円ございます。議会事務局費につきましては、以上でございます。

吉田委員長 ただいま説明が終わりました。

質疑を受けます。

平野委員。

平野委員 先ほど広報の件でも別の課で説明したとおり、今回の議会だよりも予算額から

減になっているので、先ほどの質問を踏まえてアドリブでこの説明も入れたほうが良かっ

たのではないでしょうか。

それと、議長交際費なのですけれども以前、町内の業者から満遍なく買うという観点か

ら、町長交際費については個店名を載せるわけにいきませんから、地域ごとにどこどこの

地区から買ったということを載せていたのを、もとは議会の議長の交際費を見習って町長

交際費を作った経緯があるのですけれども、今回は議会のほうが地域が載っていない、省

かれているのですけれども、これについてはもとに戻したほうがいいと思うのですけれど

も。2点について。

吉田委員長 吉田局長。

吉田議会事務局長 議会だよりの件につきましては、皆さんご存じのとおり、2月1日発行

の議会だより。これが作成してできてきた時に、北斗市の広報が若干中のほうに刷り込ん

であったと。全部が全部ではないのですが、わかっただけで20部ほどそういうものがあっ

たということで、2月発行の部分につきましては、業者のほうではお金はいりませんという

ことで、ここの部分で同じ需用費の中なのですが、議会だよりの作成費が1回分余っていま
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す。

それと、先ほどの交際費の関係なのですが、申し訳ございません。私のほうで作成した

のですが、去年確か一緒に町長側と議会側と合わせて、交際費の支出につきましては、泉

沢地区・札苅地区・本町地区ということで、分けて確か作成して出していると思います。

それにつきましては、私のほうでうっかりしていまして、その辺記載をしていませんでし

た。ただ、内容については調べておりますので、西嶋主査のほうから。

吉田委員長 西嶋主査。

西嶋主査 説明資料にあります交際費の内訳でございます。

今回ちょっと載せてございませんで、申し訳ございません。各地区に順番に支出してご

ざいます。まず本町地区が18回、札苅地区8回、泉沢地区4回ということで、合計30回のお

酒、茶菓等の支出を行ってございます。以上です。

吉田委員長 ほかに。

福嶋委員。

福嶋委員 大変、細かいことで申し訳ございません。説明資料15ページの中で、食糧費に

関しては議会費2万円予算額、支出食糧費にして2万2,260円、2,260円予算よりオーバーし

ている。これ、わざわざ△にしないで、予算の節の中でしょう。そうしたら、これは当初

2万円から見なかったと、2,260円オーバーしたと。この分は議会費の需用費が余ったと。

節の中で流用しました、2万3,000円と書くのです。予算なくなったら足りないでしょう、

普通は。節の中ならいいけれども、あまりまじめに書くとこういうふうに指摘される。だ

からきちんと2万円プラス、2,260円足りなかったから3,000円こっちによこして2万3,000円、

だから支出しますと。こうしなければ格好が悪い、これ。

吉田委員長 吉田局長。

吉田議会事務局長 先ほども西嶋主査のほうからお話がありました。予算額は2万円という

ことなのですが、節が需用費なのです。その需用費の中で、個別にとっていった中の食糧

費が一応2万円ということなので、2万円で収まれば良かったのですが、去年たまたま視察

が多かったと。それと、議会での各団体との懇談会も去年実施したということもありまし

て、そのお茶等の支出で2,000円ちょっとオーバーをしてしまったということなので。ただ、

需用費の中なので、それは払えるということでご理解ください。

吉田委員長 ほかに。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、議会費につきましてはこれで終了いたします。

（6）監査委員事務局

吉田委員長 続きまして、監査委員費について、説明をお願いいたします。

西嶋主査。

西嶋主査 それでは、監査委員費分を説明いたします。

決算書34ページ、決算実績報告書32ページをお開きお願いいたします。

1款 総務費、6項・1目 監査委員費につきましては、予算額 131万1,000円となってご

ざいます。決算額 121万653円です。執行率につきましては、92.3％となってございます。
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1節 報酬でございます。80万4,000円、例年と同額でございます。9節 旅費 12万2,9

60円、こちらにつきましても例年と同様の支出となってございます。11節 需用費 25万

5,593円、こちらについても例年と同様でございます。追録代等が主なものとなってござい

ます。19節 負担金補助及び交付金 2万8,100円、こちらにつきましても例年と同様とな

ってございます。

歳入はございませんので、監査委員費につきましては以上でございます。

吉田委員長 説明が終わりました。

質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、以上をもちまして、議会費並びに監査委員費について審査

を終了いたします。お疲れ様でした。

先ほど、休憩の中で決めました時間が少々余っていますので、産業経済課の農業委員会

の委員会費について審査をしたいと思いますので、準備ができるまで暫時、休憩をいたし

ます。

休憩 午後2時32分

再開 午後2時41分

（7）産業経済課

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

産業経済課の農業委員会の部分だけ、本来であればあしたなのですが、急遽時間の関係

上、早まったことをお詫び申し上げます。よろしくお願いします。

それでは、課長のほうから農業委員会の部分だけ、ほかの部分はあしたまた概要説明を

もらいますので、もしありましたら説明員の紹介とよろしくお願いいたします。

木村事務局長。

木村農業委員会事務局長 皆さん、どうもこんにちは。

農業委員会事務局長の木村です。私のほうからいま委員長からあったとおり、農業委員

会関連決算について説明いたします。

農業委員会につきましては、法令に則り新幹線事業や高規格道路事業などに伴う農地転

用などの農地適正化事務、耕作放棄地など農地遊休化の未然防止を図る多様業務、そして

農地基本台帳の整備や農業者年金に関する業務などを行っております。

現在、推進されております農業委員会制度改革によりまして、2点申し上げます。

一つ目は、次回の農業員の選出については、公選制から首長を専任制に変更となるとい

うことです。もう一つは、農業委員の下に農地利用最適化推進委員を配置する制度が新設

されるということです。

それぞれにつきましては、その時期に適宜説明してまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。

また、26年度決算の主な項目であります。経常的な事業のほかに農地台帳の整備及び農

地に関する情報の公開として、農地台帳システム整備事業を実施しております。
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それでは、詳細について説明させていただきます。

吉田委員長 ちょっと待ってください。説明はそうしたら、課長がやるのですか。

説明については、決算の中で不用額として大きなものや前年度の相違のあるものを主と

して行ってください。スピーディーな審査を行うために、経常経費については説明を省略

してください。なお、資料が提出されている場合は、決算書並びに決算実績書と重複しな

いよう資料を有効に活用して説明してください。

木村事務局長。

木村農業委員会事務局長 引き続いて、詳細について説明いたします。

まず、決算書44ページ、決算実績報告書41ページからになります。

農林水産業費、農業費、農業委員会費、報酬、旅費については、通常どおりでございま

す。

続いて、農林水産業費、農業費、事務局費です。9節 旅費については、通常どおりでご

ざいます。11節 需用費については、一般消耗品として14万6,661円を使用しております。

12節 役務費については、通常どおりでございます。

13節 委託料は、111万9,960円です。一つ目が例年行っております農地情報管理システ

ム保守管理委託料ということで、27万7,560円を使用しています。

もう一つが先ほど説明いたしました農地台帳のシステム改修事業委託料ということで、

84万2,400円を使用しております。これについては、農地台帳及び農地に関する地図情報を

インターネットなどにより公表するために、既存の農地台帳システムを改修する事業で、

昨年年度中途を9月の定例会で補正をした事業でございます。因みに費用については、全額

北海道の補助金で対応しております。業者は、(株)シン技術コンサルです。

19節 負担金補助及び交付金は、例年どおりでございます。

歳出については、以上です。

吉田委員長 歳入もお願いします。

木村事務局長。

木村農業委員会事務局長 続いて、歳入ついて説明いたします。

まず、決算書13ページ、決算実績報告書13ページの使用料及び手数料、手数料、総務手

数料については、例年どおりでございます。

決算書18ページ、決算実績報告書17ページの道支出金、農業委員会費補助金については、

農業委員会活動促進事業交付金でこれも例年どおりでございます。

続いて、2節で農業費補助金、農地情報公開システム整備事業補助金で84万2,400円とい

うことで、先ほど説明した支出の対応する金額でございます。これは、農地法第52条の2で

根拠規定があります。なお、この公表につきましては、平成27年4月から農地ナビとして全

国的に公表されております。インターネット公表をされております。

決算書19ページ、決算実績報告書18ページの道支出金、農業費委託金については、二の

岱にある国有農地の管理委託料で、例年どおりでございます。

決算書24ページ、決算実績報告書21ページの諸収入、雑入につきましては、産業経済課

の中で農地保有合理化促進事業等業務委託金と農業者年金業務委託手数料と、精通者意見

価格調書作成手数料が農業委員会分でございます。これについては、例年どおりでござい

ます。
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以上で説明を終わります。

吉田委員長 農業委員会費の歳出歳入の説明が終わりました。

質疑を受けます。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないようなので、農業委員会費につきましては、終了いたします。

どうもお疲れ様でした。また明日、9時半からよろしくお願いいたします。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後2時48分

再開 午後2時49分

３.その他

吉田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

きょうにつきましては、監査委員、総務課、まちづくり新幹線課、保健福祉課、議会事

務局、そして産業経済課の農業委員会費について行いました。

きょうの質疑について、総括に残るような部分があるとすれば、皆さんから受けたいと

思いますが。

（「なし」と呼ぶ声あり）

吉田委員長 ないですね。

その他で皆さんから何かありますか。

平野委員。

平野委員 新人委員もいるので決算委員会の総括についてもどういう流れで、総括とは何

なのかということを説明してあげたほうが、「総括ないですか」と言われても何のことと

思いますので、休憩を取って事務局からの説明でもいいですし、ぜひお願いします。

吉田委員長 それでは、いま平野委員の質問がございましたので、休憩の中で話をしたい

と思いますので、暫時、休憩をいたします。

休憩 午後2時57分

再開 午後3時05分

吉田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

以上をもちまして、本日の委員会を終了いたします。明日また9時半から産業経済課から

はじまりますので、皆さんよろしくお願いいたします。

お疲れ様でした。
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説明員 大森町長、大野副町長、山本総務課長、森井代表監査委員、竹田監査委員

幅崎主査、加藤（崇）主査、菅原主事、田畑主査、山本選管書記長

福田まちづくり新幹線課長、丹野新幹線振興室長、畑中主査、加藤（隆）主査

中山主査、折目主事、中村主事、名須賀保健福祉課長、尾坂主幹、阿部主査

高村主査、吉田議会事務局長、吉田監査委員会事務局長、西嶋主査

木村農業委員会事務局長、木元嘱託員

傍聴人 なし

平成26年度決算審査特別委員会

委員長 吉 田 裕 幸


